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は じめに

志木市教育委員会

教育長 秋山太蔵

志木市は、埼玉県の南西部に位置し、人口 6万 5千を擁する自然と文化の調和する都市で

す口この地には、遥か 2万 5千年もの昔の旧石器時代から現在に至る まで、我々の先人たち

が生活を営んだ場所や奥津
おく つ

城
き

(墓地)など、人間の一生に関連する様々な足跡が数多く埋も

れています。こうした足跡は、現在まで志木市では、 16ヵ所の埋蔵文化財包蔵地(遺跡)と

して認定され、郷土の歴史の理解を深める上で大変貴重な資料となっています。

しか しながら、近年、住宅建設をはじめとする各種の開発行為が盛んに行われ、都市化す

るとともに、埋蔵文化財の保護 ・保存が困難となっている状況になり 、やむなく当市では、

後世に遣すための緊急的な発掘調査での記録保存を行っています。

本書は、平成 4・5年度に実施さ れた発掘調査のうち、共同住宅建設・駐車場建設・道路

造成工事に伴う 因子山 ・中道 ・大原遺跡の 3遺跡 5地点の発掘調査報告書です。

主な内容についてですが、 まず、 田子山遺跡では、 縄文時代早期の炉穴や平安時代の住居

跡・土坑など、当時の集落の様子を伝える貴重な資料が相次いで発見されました。

また、中道遺跡では、中・ 近世の土坑・ 地下式坑が発見されています。 これは、当時の村

落跡の一端を知る上で貴重な資料になるものと思われます。

大原遺跡では、時期は不明ですが、 1本の溝跡が発見さ れたこ とにより、初めて遺跡とし

て登録されるきっかけの発掘調査になりました。

以上のような、貴重な発見により、 志木市の歴史にまた新たな 1ページが追加されたこと

は大変喜ばしい ことであり、 同時に本書が郷土の歴史研究のために広 く活用されますよう切

に願っております。

最後になりましたが、本書の刊行にあたり、ご指導ご協力いただ きました文化庁、埼玉県

文化財保護課、そして深いご理解とご協力を賜りました地元の多 くの方々並びに関係者に対

し、心から厚 くお礼申し上げます D 



例目

1.本書は、埼玉県志木市に所在する因子山遺跡(県No.09-010)第19・21・25地点、中道遺跡 (県No.O

9-005)第27地点、大原遺跡 (県No.09-016)第 1地点の発掘調査報告書である。

2.発掘調査は、志木市教育委員会の斡旋により、各開発主体者から志木市遺跡調査会が委託を受け実

施した。

3. 本書の作成において、 執筆は尾形則敏 ・深井恵子が分担して行い、編集は尾形が行った。なお、朝

霞市博物館の野沢 均氏には、中・近世の造物についてご教示をいただいた。

尾形則敏第 1・2・6・7章、第 3・4章第 2節の検出された造物

深井恵子第 3・4章第 2節の検出された造構、第 5章

4.整理作業は、尾形・深井の指導の下、太田敦子 ・尾崎美智子 ・鎌本あけみ ・高田美智子 ・星野恵美

子・松浦恵子が行った。造物の実測は、尾崎美智子 ・鎌本あけみ ・星野恵美子 ・松浦恵子が行い、 遺

構・遺物のトレースは深井が行った。写真撮影は尾形が行った。

6. 本書の遺構 ・遺物の挿図版の指示は、以下のとおりである。

0挿図版の縮尺は、それぞれに明記した。

O遺構挿図版中の水糸レベルは、海抜標高を示す。

Oピット・掘り込み内の数値は、床面もしくは確認面からの深さを示し、単位はcmで、ある。

0遺構挿図版中のドット は造物出土位置を示し、その番号は遺物挿図版中の遺物番号と一致する。

O遺構の略記号は、以下のとおりである。

H=古墳時代~平安時代の住屑跡 D=土坑 M=溝跡 P=ピット FP=炉穴

7.各遺跡の発掘調査及び整理作業 ・報告書作成には、以下の諸機関 ・諸氏のご教示 ・ご援助を賜った

記して感謝する次第であ る (敬称略)。

埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課 ・埼玉県立博物館 ・埼玉県立歴史資料館 ・埼玉県立さきたま資

料館 ・朝霞市教育委員会 ・新座市教育委員会 ・和光市教育委員会 ・朝霞市博物館 ・富士見市立考古館

志木市立郷土資料館・志木市立志木第三小学校 ・志木市立宗岡小学校

浅野晴樹・荒井幹夫・石井 寛 ・飯田充晴 ・井上洋一・上田 寛 ・梅沢太久夫 ・江原 I1国・柿沼幹夫

小川貴司・加藤秀之・片平雅俊・隈本健介・小出輝雄 ・肥沼正和 ・小滝 勉 ・小島清一 ・小宮恒雄 ・

笹森健一・斯波治・鈴木一郎・鈴木重信 ・鈴木敏則 ・隅田 真 ・高橋 学 ・田中広明 ・照林敏郎 ・

時枝務・並木隆・ 根本 靖 ・野沢均 ・土師由美 ・原田一敏 ・早坂属人 ・贋回吉三郎・ 福田聖

藤波碑容・牧田 忍・ 松本 完 ・松本富雄 ・水口由紀子 ・三田光明・村上伸二 ・山田尚友 ・和田晋治

田子山遺跡第19地点 (開発主体者 個人)

田子山遺跡第21地点 (開発主体者 個人)

因子山追跡第25地点 (開発主体者 東京都板橋区中板橋22-6 

株式会社住宅建設 代表取締役永嶋祥雄)

中道追跡第27地点(開発主体者 個人)

大原遺跡第 l地点(開発主体者 個人)
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第� 1章遺跡の立地と環境

第� l節 市域の地形と遺跡

志木市は、埼玉県の南西部に位置 し、市域はおおよそ南北4.7km、東西4.7kmの広がりをもち、面積

は9.06krrl、人口 6万� 5干の自然、と文化の調和する都市である。

地理的景観を眺めて見ると、市域東部の宗岡地区は、荒川(旧入間川)の形成した沖積低地が広がり、

市域西部の本町・柏町・幸町地区は、 古多摩川によって形成された武蔵野台地の上にある。また、市内

には東部に荒川、中央に古くは舟運で利用された新河岸川、そして西部か ら中央に新河岸川と合流する� 

WIJ瀬川の� 3本の川が流れている O

こうした自然環境の中で、 西原大塚遺跡をはじめ市域の大部分の遺跡は、柳瀬川 ・新河岸川右岸流域

)、(No.5)、中道追跡7o.(Nの台地縁辺部に帯状に存在している。遺跡は柳瀬川上流から、西原大塚遺跡� 

新邸遺跡� (No.8)、城山遺跡� (No.3 )、中野遺跡� (No.2)、氷川前遺跡� (No.4)、市場裏遺跡� (No.15)、市

.1(No田子山遺跡)、 (No.1場遺跡� 0)、富土前遺跡� (No.11)、大原遺跡 (No.16)の順に名付けられている。

また、荒川・新河岸川が形成 した沖積低地でも、馬場遺跡� (No.12)、宿遺跡� (No.14)、関根兵庫館跡� (No. 

13)のように自然堤防上に存在する遺跡も明 らかにされつつあり、将来的には新たな遺跡が相次いで発

見される可能性がある。なお、 市内の遺跡総数は、現在前述した14遺跡に塚ノ山古墳� (No.6)、城山貝

塚� (No.9)を加えた16遺跡であ る(第 l図〉。

次に市内の遺跡を時代順に概観してみることにする。

志木市内に最初に人が住みついたのは、旧石器時代からで、この時代の遺跡としては、柳瀬川右岸の� 

層・四層で文化層が確VI.層上部Wローム層の11西原大塚・中道・中野遺跡があ る。中道遺跡では、立}� 

認されており、喋群、 石器集中地点が検出されている。これにより、黒曜石製のスクレイパー・ナイフ

形石器や安山右や凝灰岩の石核や剥片な どが発見さ れている。

最近では、平成� 5年度以降区画整理事業に伴う発掘調査が進められている西原大塚遺跡でも、石器集

中地点が確認されており、 ナイフ形石器をは じめとする石器類が発見されている。これらの資料は、現

在整理中である。

縄文時代にな ると、 草創期では、城山遺跡か ら爪形文系土器� 1点、因子山遺跡、から有茎尖頭器� l点が

出土 している。 早期では、 因子山遺跡か ら撚糸文 ・沈線文 ・条痕文系土器、富士前 ・城山遺跡から撚糸

文系土器が数点、出土している� 住居跡と しては、西原大塚 ・新邸遺跡の前期黒浜式期の ものが最古に位O

置付けられ、それぞれ� l軒検出されている。 そのうち、新邸追跡のものは貝層を もっ住居跡である。ま

た、平成� 2年度に市指定文化財に認定された城山貝塚も縄文海進期にあたるこの頃の時代に形成された

斜面貝塚と考えられる。

遺跡が最も増加するのは、中期後葉の勝坂式~加曽手IJE式期である。西原大塚遺跡では、多 くの住居

跡が環状に配置する可能性のあ るこ とが指摘されている� その他、中道 ・城山・ 中野・ 因子山遺跡からO

も住居跡・ 士坑などが発見さ れている。中期末葉からは遺跡が減少し、 現在のところ西原大塚遺跡から

敷石をもっ住居跡が� 1軒確認されるのみであ る。

さらに後期では住居跡も皆無で、唯一遺構か ら発見される例は、因子山遺跡184号土坑である。この
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第� 1図� 市域の地形と調査地点(� 1 /20000) 
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土坑からは、下層から称名寺 I式期の土器、上層から E式の特徴をもっ土器が出土している。晩期にな

ると、中野・因子山遺跡から安行 IIIC式 ・千網式の土器片が少量発見されるにとどまり、以降市内では

遺跡の空白期を迎える ことにな る。

弥生時代では、現在のところ、 前・中期に遡る遺跡は存在しなし、。大部分が後期末葉から古墳時代前

期にかけての遺跡であろうと考えられる。その中で、田子山遺跡第 21号住居跡は後期中葉に比定される

可能性があ り、その住屑跡か らは、多数の土器をはじめ、大量の炭化種子(イネ・アワ・ダイズなど)、

炭化材が出土し、当時の食糧事情を考える上で重要である。富士前遺跡では、志木市史にも掲載されて

いるが、不時の発見に伴い、龍目痕を もっ壷形土器をはじめとした多くの土器が発見されている。

西原大塚遺跡では後期末葉から古墳時代前期にかけての住居跡が 200軒近く確認されており、市内最

大の集落跡であることが判明している。特に、 122号住居跡からは、全国的にも稀な「イヌ」を象った

と思われる動物形土製品が出土している。

当時の墓域の可能性として、方形周溝墓が、昭和 62 (1987)年以降、西原大塚・市場裏・因子山遺跡、

の 3遺跡から相次いで確認されてお り、集落跡との関連の中で今後注目されるであろう。古墳時代前期

では、特に西原大塚遺跡 10号方形周溝墓の溝底から一括出土した中に、畿内系の庄内式の長脚高杯が出

土していることに注目される。

古墳時代でも前期末葉か ら中期にな ると、遺跡が減少する。中期の遺跡では、中道・城山・中野遺跡

から住居跡が発見されている。 特に中道遺跡第 19号住居跡は、 5世紀中葉に比定され、市内最古のカマ

ドをもっ住居跡として注目される。 

5世紀末葉になる と、遺跡が増加傾向にあり、特に 6世紀後半から 7世紀後葉にかけては、縄文中期

を越えるほどの爆発的な増加をみる。こうした集落跡は現在、中道 ・城山・中野遺跡で比較的に古い 5

世紀代の住居跡が確認されていることから、柏町地区を中心に存在した集落が、 6世紀後半以降、周辺

の地域に拡散するとい う動きを読み取ることができる。

現在、 5世紀後半から 7世紀後半にかけての時期に比定で、きる住居跡の軒数は、最も多い城山遺跡で 

120軒を越え、次いで中野遺跡で 50軒、中道遺跡で 15軒を数える。また、因子山遺跡では、 6世紀後半

以降に比定でき るものと考えられる 4.1x4.7mのやや不整円形で 2ケ所にブリッジをもっ小型の円形周

溝墓が 1基確認されている。

奈良 ・平安時代の遺跡は、 古墳時代後期以降に拡散した集落内で確認される傾向にあり、 田子山遺跡

は、この時代の代表とする遺跡として挙げる ことができる。この遺跡では、住居跡の他、掘立柱建築遺

構、溝跡、 100基を越える土坑群が確認されている。遺物としては、土器 ・灰柚陶器の他、腰帯の一部

である銅製の丸輔、鉄製の紡錘車 ・万子などが出土している。

また、平安時代の城山遺跡 128号住居跡からは、印面に「冨 J1文字が書かれた銅製の印章が出土し

たことに注目される。この住居跡からはその他、緑粕陶器の小破片 l点、布目瓦の小破片 2点などが出

土している。

中 ・近世では、 柏城跡、 関根兵庫館跡が代表される遺跡である。特に、柏城跡内での数次にわたる発

掘調査によ り、『舘村旧記』 にあ る「柏之城落城後の屋敷割の図」に相当する堀跡などが多数発見され

ている。 また、頭部及び上半部を欠く馬の骨が、土坑から検出されている。この土坑からは、板碑と土

師質土器の他、炭化種子 (イネ・オオムギ・コムギなど)が出土しており、特に、イネの塊状のものは

「おにぎり」あるいは「ちまき」のようなものであるという分析結果が報告されている。さらに、鋳造 
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関連の遺構も検出されている。 130号土坑については鋳造遺構、 134号土坑については溶解炉に該当し、

造物としては、大量の鉄津(スラッグ)、鋳型、三文状の土製品、砥石などが出土している。

近代以降の遺跡では、 田子山遺跡の富士塚築造に関連する ロー ム採掘遺構が検出されており、地域研

究の重要な資料であると言える。

第 2節遺跡の概要

ここで、今回本書で報告する田子山・中道 ・大原遺跡について概観すること にする。

まず、田子山遺跡は、志木市本町 2丁目を中心に広がる遺跡で、東武東上線志木駅の北東約1. 3kmに

位置している。遺跡は、北東方向に新河岸川を臨む台地上に立地 し、標高約 15mの平坦部に南北約 100 

m、東西約50mの範囲に広がっている。因子山遺跡の「田子山Jとは、敷島神社境内の擬岳富士である

「田子山富士Jを指し、この付近の字名に因んで名付けられている。遺跡の現況は、 古 くから個人住宅

が密集している地区であるが、最近ではアパート・マンション建設といっ た中規模開発が盛んに行われ、

畑地は極端に減少している。

本遺跡の第 1回目の発掘調査は、昭和63(1988)年に実施され、以後の調査により、縄文時代早 ・中・

後・晩期、弥生時代後期、古墳時代後期、奈良 ・平安時代、近世の複合遺跡である ことが判明してし喝。

中道遺跡は、志木市柏町 5丁目を中心に広がる遺跡で、東武東上線志木駅の北西約 1 kmに位置 してい

る。遺跡は、柳瀬川流域の右岸に立地しており、標高は北端で、約13m、南端で、約 14m、低地との比高差

は約 7mである。遺跡の現況は、都市計画道路富士見・大原線(ユリノ木通り)の開通とともに各種開

発が盛んに行われ、畑地は急激に減少している。

本遺跡の発掘調査は、昭和62 (1987)年の都市計画道路富士見 ・大原線(ユリ ノ木通り)に伴う調査

(第 2地点〉を契機に本格的に実施され、以後の調査により、旧石器時代、 縄文時代中期、 古墳時代中・

後期、平安時代、中・近世の複合遺跡であることが判明している。

大原遺跡は、 志木市本町 4丁目を中心に広がる遺跡で、東武東上線志木駅の北東約 0.8kmに位置して

いる。遺跡は、標高約16mで、新河岸川の右岸流域に分布する遺跡群の一つであるが、富士前遺跡や因

子山遺跡の一部を含め、北側の谷津に面して存在する遺跡であると言える。 遺跡の現況は、畑地などの

閑地はなく、住宅が密集する地区である。

なお、この一帯は、本遺跡の朝震市側では、大山第 2遺跡として知られており、過去の発掘調査によ

り、縄文時代の土坑 ・炉穴、古墳時代後期の住居跡、中 ・近世の地下式坑などが検出されている。

本遺跡は、今回の溝跡の発見により、初めて登録された遺跡であるが、遺跡の時代や性格については

不明であると言ってもよい。今後の調査により解明される ことを期待 したし、。 
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第� 1表 志木市の時代別にみた考古資料一覧

地点名 掲載された主な遺構・遺物
一

l

l

l

n

H

d

O
二
�
 

No No及び資料索引遺跡 名 掲載された主な遺稿 ・遺物 時期 報告書一覧� 地点名

2 2 l 2 NO.2中 野 第 地点 士坑� 基、土製円盤� 点、包含層出土土器片 中期�  

NO.1716 l集石 不 明第 地点 基

NO.2043第 地点 包含層出土土器 早~後期 
3 3 NO.7.u城 第 地点 包含層出土土器 早~後期 l

NO.8 4 1 中期第 地点 埋聾 基

l NO.119 不明土坑 基第 地点

12 NO.17第 地点 包含層出土土器 早~晩期� 
211 NO.12基第 地点、 土坑 目 ・中期IJ

29 1 NO.18第 地点 土坑 基、包含層出土土器片 早~後期 
No.18 32 包含層出土土器第 地点 早~中期 

34 NO.20第 地点 包含層出土土器 早~中期 

円| No.2035 包含層出土土器第 地点 早~後期 

3 8 2 NO.6 2道 住居跡 軒、土坑 基、 集石� 基、土器、石器第 地点 中 期� 

13 1 1 NO.13第 地点 軒、土坑� 基、土器住居跡� 中 期 �  

21 NO.17第 地点 包含層出土土器 刑 期 �  

No.2041 包含層出土土器第 地点 早~後期� 
4 8 NO.11 軒、土坑住居跡 基、土器、石器第 地点 中 期 �  

53 2 NO.2住居跡� 軒、土坑 中 期第 地点 基、 土器

1 19 No.9 8 住居跡� 軒、土坑 基、 土器、石器第 地点 中 期� 

410 NO.9土坑 基第 地点、 中期�  

34 3 6 NO.18第 地点 軒、土坑 基、土器、石器 中 期住居跡� 

No.20 36 遺構外出土土器片 円 IJ 後期第 地点 ~

16 1 NO.19区画整理 住居跡 軒、埋聾 基(記述のみ) I目J・中期� 

l
i
-
-

1
-
t
i

間
一
一
史

座
長
一
エ
巾

二
一
沫

9
一陪

書
一
�
 

一
�
 

郭一� 

一問
�
 

刊
行
一

一
凪
げ

引

編

索

一

桝

料
-
一
世

資一J
-

一割

及
一
一
鵬

区画整理 石器集中地点� 4カ所(記述のみ) NO
一 一

-市史掲載 ナイフ型石器、尖頭器など� 

新 正日 第� 1地点 住居跡� 1軒、土坑� 2墓、包含層出土土器片 目IJ・中期� NO.3 

第� 2地点 住居跡� l軒(第l地点と同一)、土器、石器、員類 則期�  NO.4 

第� 3地点 包含層出土土器片 早 ・目� IJ期� No.10 


10 因子 山 第 4地点 土坑� 1基 不 明� No.13 

第10地点 住居跡� l軒、土器 中期�  NO.17 

第32地点、 土坑� 1基、遺構外出土土器片 早~中期� NO.16 

第37地点 追構外出土土器片 早 期� No.16 

第39地点、 土坑� 3基、集石� 2基、炉穴� 2基 早 期� NO.18 

第47地点 遺構外出土土器片 早 ・目� IJ期� No.20 

第49地点 遺構外出土土器片 早 期� NO.20 


3.弥生時代� 

No 遺跡 名 地点名 掲載された主な遺構 ・造物 時 期 報告書一覧No.及び資料索引� 
2 中 野 第� 2地点 住居跡� 2軒、土器 後期�  NO.2 

第� 9地点 住居跡� l軒、土器 後期�  No.8 
3 城 山 第 4地点 住居跡� 2軒、土器 後期�  No.8 

第35地点 住居跡� 1軒、土器、砥石 後期�  NO.20 
7 西原大塚 第� 1地点、 住居跡� 1軒、土器 後期~古墳� NO.l 

第� 2地点 住居跡� 3軒、 土器 後期~古墳 肱木市史 原始・古代質料編� l
第 3地点 住居跡� 2軒、土器 後期~古墳� No.2 

住居跡� 3軒、土器、 砥石 後期~古墳� NO.4 
地点 住居跡� l軒、土器 後期~古墳� NO.8 
地点 小竪穴状遺構� 1基 後期~古墳� No.10 

第 8地点 住居跡� 13軒、方形周溝墓� 1基、掘立柱建築� l基 後期~古墳� NO.9 
ト 第� 9地点 住居跡� l軒、 土器 後期~古墳� No.9 

ト210地点 住居跡� 1軒、土器 後期~古墳� No.9 
14地点 住居跡� 4軒、土器 後期~古墳� NO.17 

第21地点 方形周溝墓� 1基、土器 後期~古墳� NO.17 
第32地点 住居跡� 2軒、土器 後期~古墳� NO.16 
第36地点 住居跡� 4軒、 土器 後期� ~古墳� NO.20 
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7 西原大塚 区画整理 住居跡 106軒、方形周溝墓 3基(記述のみ) 後期~古墳 NO.19 
10 因子山 第 1地点 住居跡  1軒、土器 後期  N O.9 

第 4地点 住居跡  1軒、土器 後期  N o.13 
第10地点 住居跡 5軒、土器 後期  NO.17 
第31地点 住居跡 17軒 (21号住居跡記述のみ) 後期 『因子山富士』 文化財第四集

第32地点 方形周溝墓 1基 後期~古墳 NO.16 
15 市場裏 第 1地点 住居跡  1軒、土器 後期~古墳 NO.17 

第 2地点 方形周溝墓 l基、土器小片 後期~古墳 NO.17 
第 3地点 方形周溝墓 1基、土器小片 後期~古墳 NO.14 

4.古墳時代  

No 遺跡名 地点名 掲載された主な遺構 ・造物 時 期 報告書一覧No及び資料索引 
2 中 野 第 2地点 住居跡  1軒、土師器 後期  NO.2 

第 7地点 住居跡  1軒 後期  No.10 
第12地点 住居跡  1軒、土師器多数 後期  NO.12 
第16地点 住居跡  1軒、土師器 後期  NO.17 
第18地点 住居跡  1軒、土師器、鉄鉱多数 後 期 NO.14 
第31地点 住居跡  1軒、土師器、鉄鎖、砥石 後期  N O.15 
第41地点 住居跡 1軒、土師器多数、土製品(紡錘車) 後期  NO.18 

3 城 山 市史掲載 住居跡  2軒、土師・須恵器 後期 陪木市史原始・古代百料編l
第1・2地点 住居跡 55軒、土師器多数、須恵器、鉄・土製品 目IJ・後期 N O.5 
第 3地点 4軒、土師器 NO.7
IJ目 ・後期 

第 4地点 住居跡  1軒、土師器多数 後期  NO.8 
第 6地点 住居跡  3軒、土坑  1基、土師器多数 後 期 NO.10 
第7・9地点 住居跡  7軒、土師器多数、鉄製品 中 ・後期  NO.11 

住居跡  

第11地点 住居跡  3軒、土師器 NO.12
IJ円 ・後期 

第13地点 住居跡  1軒、土師器 後期  No.17 
第25地点 住居跡  2軒、土師器、初期須恵器 中 ・後期 NO.16 
第29地点 住居跡  l軒、土師・須恵器 後期  NO.18 
第34地点 住居跡  3軒、土師器 後 期 NO.20 
第35地点 住居跡  1軒、土師器多数 後期  NO.20 

5 中 道 第 2地点 住居跡  5軒、土師器 後期  NO.6 

第12地点 住居跡  3軒、土師器 後期  No.13 

第13地点 住居跡  1軒、土師器 後 期 NO.13 

第21地点 住居跡 2軒、溝跡 l本、土師器、鉄製品(鎌完形 l点) 後期  NO.17 

第33地点 住居跡  1軒、土師・須恵器 後期  NO.16 

第36地点 住居跡  1軒、土師器 刑期  NO.18 

第37地点 住居跡 l軒、土師器多数、須恵器小片、土製品 中 期 No.18 


7 西原大塚 	 市史掲載 土師器 円IJ 期 陀木市史原始・古代賀補j

第11地点 方形周溝墓 1基、壷棺  1基、土師器 別 期 NO.11 

8 新 民H 第 2地点 住居跡  1軒、土師器 削 期 NO.4 

10 因子山 第 5地点 住居跡 l軒、土師・須恵器、炭化種子(ヤマモモ多数) 後期  No.13 


第13地点 住居跡 l軒、土師器(暗文土器 l点あり) 後期  NO.17 

第29地点 住居跡 2軒、土師 ・須恵器 後 期 No.15 

第48地点 住居跡 l軒、土師器(続比企型杯あり) 後 期 NO.20 


j古代資料編始・市史原陀木期日目	土師器多数市史掲載IJ富士目11 
第15地点 住居跡	 l軒、土師器(冗屋敷系両杯あり) 刑期  NO.20 

j古代百時志木市史 原始・I期削	字査か)(S土師器市史掲載場，馬12 
5. 奈良・平安時代  

No 遺跡名 地点名 掲載された主な遺構 ・遺物 時 期 報告書一覧No及び資料索引 
2 	 中 野 第 2地点 住居跡  1軒、須恵器  8 c後半  No.2 


第16地点 住居跡  3軒、須恵器  9 c中葉 NO.17 

第41地点 住居跡 l軒、土師・須恵器、鉄製品、転用紡錘車 9 c後半 NO.18 

第43地点 住居跡  1軒、土師・須恵器、鉄津  9 c目3 城 山 No.20
IJ半 

第1・2地点 住居跡 6軒、灰粕陶器、土師須恵器多数、鉄 ・石製品 8-10c NO.5 
第 4地点 土坑 2基、灰勅陶器、須恵器(新聞 ・栗谷ッ産か) 10c目IJ半 No.8 
第 7地点 住居跡  1軒、灰粕陶器  9 cかつ No.11 
第11地点 住居跡  l軒 平安時代  NO.12 
第29地点 住居跡  l軒 平安時代  NO.18 
第35地点 住居跡 2軒、銅印、布目瓦、緑粕陶器片 9 c後半  No.20 
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道 第 12地点 住居跡 2軒、土師 ・須恵器 9 c後半 NO.13 
第 21地点 住居跡 l軒、 溝跡 l本、灰粕陶器、土師・須恵器 9 c後半 No.17 
第 41地点 住居跡 l軒、溝跡 l本、灰粕陶器、 須恵器、炭化米 9 -10 c NO.20 

7 西原 大塚 第 8地点 住居跡 3軒、 平安時代 NO.9 
第 34地点 住居跡 l軒 平安時代 No.18 

10 因 子 山 第 4地点 住居跡 9軒、土師 ・須恵器 8 -10 c NO.13 
第 5地点 住居跡 4軒、土師 ・須恵器 9 -10 c No.13 
第 6地点 住居跡 1軒、 土師・須恵器、万子、士錘 9 c後半 NO.12 
第 7地点 住居跡 l軒、布目瓦小片 2点、 格子目叩き瓦小片 l点 8 c後半 NO.12 
第 29地点 住居跡 l軒、須恵器、布目瓦 1点 9 -10c NO.15 
第 37地点 士坑か 2基、須恵器 9 -10 c NO.16 
第 39地点 溝跡 3本、士師・ 須恵器小片 9 c代 NO.18 

第 41・42地点 住居跡 1軒、土師・須恵器、鉄 ・銅製品 9 -10 c No.18 
第 47地点 住居跡 2軒、土坑 l基、土師・須恵器、鉄・石製品 9 c中頃か NO.20 
第 49地点 住居跡 2軒、土師・須恵器 10 c代 No.20 

6.中・近世 
No 
2 

遺

中

跡 名

野

地 点 名
第 2地点 溝跡 

掲載された主な遺構・遺物
1本

時期

不明  
報告書一覧 No.及び資料索引 
NO.2 

第 6地点 溝跡 1本 不明  NO. 8 
第 8地点 土坑 1基 不明  NO.10 
第 11地点 土坑 1基、陶・磁器小片 18-19 c No.17 
第 43地点 井戸跡 l基 不明  NO.20 

3 城 山 市史掲載 柏城跡の大堀跡 1本、陶 ・磁器 中 ・近世 『志木市史 中世資料編』

第 1・2地点
柏城跡関連の堀跡 5本、土坑 32基、井戸跡 10基
掘立柱建築、ピット群、陶・磁器多数、銅鏡、鉄・石製品

中 ・近世 NO.5 

第 3地点 土坑 16基、溝跡 2本 中 ・近世 No.7 
第 4地点 土坑 1基 14-15 c No. 8 
第 6地点 土坑 7基 中 ・近世 No.10 
第 7・9地点 土坑 3基、土製品 中 ・近世 No.ll 
第 11地点 土坑 3基、井戸跡 l基、陶・磁器、板碑、 馬歯 中 ・近世 NO.12 
第 12地点 土坑 2基、井戸跡 l基、溝跡 5本、陶・磁器、古銭 中・近世 NO.17 
第 25地点 土坑 2基 中・近世 NO.16 

第 29地点
土坑 11基、溝跡 l本、ピット群、

板碑、陶 ・磁器、馬骨、 古銭など
中 ・近世 NO.18 

第 35地点
土坑 15基(鋳造土坑 l基・溶解炉 l基・地下式坑 l基)

中 ・近世
井戸跡 l基、ピット群、鋳型、土製品、鉄製品、古銭など) 

NO.20 

5 中 道 第 2地点 土坑 数基、溝跡 14本、掘立柱建築 4棟、ピット群 中 ・近世 NO.6 
第 6地点 土坑 l基、陶・磁器小片 15 c代 No.12 
第 26地点 土坑 6基(士坑墓 2基)掘立柱建築、人骨、古銭など 17c代 No.17 
第 36地点 溝跡 2本、ピット群、陶 ・磁器小片 中・近世 NO.18 
第 37地点 土坑墓 l基、道路状遺構 l条、人骨、 青磁盤、古銭 中 世  NO.18 

J;i;B 第 1地点 土坑 19基 (地下式坑 l基)、井戸跡 l基、溝跡 2基 中・近世 NO.3 
第 3地点 地下式坑 l基、溝跡 2本、陶、磁器 中・近世 No.10 

7.近代以降 
No 遺跡名 地点名 掲載された主な遺構・遺物 時期 報告書一覧 No.及び資料索引 
2 中 野 第 11地点 土坑 1基 18-19 c No.17 
3 城 山 第 35地点 かわらけ 2点 19 c代 No.20 
10 因 子 山 第 31地点 ローム採掘遺構 2カ所 19 c後半 集22文化財第J子山富士「田

第 49地点 土坑 1基 近 ・現代 NO.20 
15 市 場裏 第 3地点 かわらけ 2点 19 c代 No.14 
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第� 2表志木市の発掘調査報告書一覧� 

No. 報 とコ 名 刊行年 シリーズ名 者Eh 書	 発刊 執 筆 者� 

l 西原・大塚遺跡発掘調査報告� 1975 志木市の文化財第4集 志木市教育委員会
谷井彪 ・宮野手日明

井上国夫� 

佐 木々保俊
2 西原大塚遺跡第3地点 中野遺跡第� 2地点発掘調査報告書� 1985 志木市遺跡調査報告第 1集 志木市遺跡調査会	

尾形則敏� 

3 新邸遺跡発掘調査報告書� 1986 志木市遺跡調査報告第2集 志木市遺跡調査会 佐々木 ・尾形� 

4 新邸遺跡第� 2地点 西原大塚遺跡第� 4地点発掘調査報告書� 1987 志木市遺跡調査報告第3集 志木市遺跡調査会 佐々木 ・尾形� 

5 城山遺跡発掘調査報告書� 1988 志木市遺跡調査報告第 4集 | 志木市遺跡調査会� |	佐 木々 ・尾形

神山健吉
 

6 中道遺跡発掘調査報告書� 1988 志木市遺跡調査報告第 5集 志木市遺跡調査会	 佐々木・尾形

志木市教育委員会� 

7 城山遺跡長勝院地点発掘調査報告書�  1987 志木市の文化財第11集 志木市遺跡調査会 佐々 木

志木ロータ リークラプ� 

8 志木市遺跡群� I 1989 志木市の文化財第13集 志木市教育委員会 佐々 木・ 尾形� 

9 芝、木市遺跡群E 19ω 志木市の文化財 第14集 志木市教育委員会 佐々木 ・尾形� 

10 
西原大塚遺跡第� 7地点新邸遺跡第� 3地点 中野遺跡第�  7地点� 

1991 志木市の文化財 第15集 志木市教育委員会 佐々 木・尾形� 
中野遺跡第8地点 城山遺跡第6地点発掘調査報告書

11 志木市遺跡群E 1991 志木市の文化財第16集 志木市教育委員会 佐々 木・尾形� 

12 志木市遺跡群町� 1992 志木市の文化財 第17集 志木市教育委員会 佐 木々・ 尾形� 

13 
中野遺跡第12地点、 中野遺跡第13地点 国子山遺跡第� 4地点�  

1992 志木市の文化財第18集 志木市教育委員会 佐々木 ・尾形
因子山遺跡第5地点発掘調査報告書� 

14 志木市遺跡群V 1993 芝、木市の文化財第20集 士、木市教育委員会 尾形� 

15 志木市遺跡群VI 1995 志木市の文化財第21集 志木市教育委員会 尾形� 

佐々木・尾形
16 志木市遺跡群vn 1996 怠木市の文化財第23集 志木市教育委員会 	

深井恵千

城山遺跡第12地 点 城 山遺跡第13地点 西原大塚遺跡第14地点


中野遺跡第11地点 中野遺跡第16地点、 市場裏遺跡第� l地点
 

17 	 因子山遺跡第10地点 中道遺跡第21地点 因子山追跡第13地点� 1996 志木市の文化財第24集 志木市教育委員会 佐々木 ・尾形

西原大塚遺跡第21地点市場裏遺跡第� 2地点中道遺跡第26地点

発掘調査報告書� 

18 志木市遺跡群四� 1997 志木市の文化財第25集 志木市教育 委員会	
佐々木 ・尾形

深井� 

志木市遺跡調査会
19 西原大塚の遺跡西原特定土地区画整理事業に伴う発掘調査概報� 1998 	

西原特定土地区画整理組合� 
佐々木

20 志木市遺跡群9 1999 志木市の文化財 第27築 志木市教育委員会 	 尾形・深井� 
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第 2章 因子山遺跡第19地点の調査

第 1節 調査の経緯

( 1 )調査に至る経過

平成4年 6月、開発主体者か ら志木市教育委員会(以下、 教育委員会)へ開発計画地内における埋蔵

文化財の有無及び取り扱いについての照会があ った。計画は志木市本町 2丁目1698-21番地 (面積63.54

rrf)内に共同住宅建設を行うと いうものである。

これに対し、教育委員会は当該開発予定地が周知の埋蔵文化財包蔵地である田子山遺跡(コード11228

010)に該当するため、大旨 F記の とおり回答 した。

1.隣接する田子山遺跡第 l地点では、発掘調査を実施し、埋蔵文化財が確認されたことから、当該

開発予定地からも埋蔵文化財が存在する可能性があること。

2.埋蔵文化財確認調査を実施して、その結果に基づき、当該開発予定地の埋蔵文化財の有無及び取

り扱いについて回答する。

3.上記2の調査の結果、埋蔵文化財が確認さ れた場合、埋蔵文化財 の保存措置を講ずること。また、

やむを得ず土地の現状を変更する場合は、 記録保存のための発掘調査を実施する必要があること。

平成4年 6月22日、教育委員会は、開発者よ り埋蔵文化財確認調査依頼書を受理し、 6月29日、午前

10時30分から確認調査を実施した。

f弘、"W予三、¥

第 2区| 周辺のI山形と謝金地点(1 /5000) 半1:&11土1:'12片31U現伝
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¥ 
。

第 3図遺構分布図 (1 /200) 

作業を行った。その結果、 カマ ドを有する住居跡と思

われる遺構 l基を確認 した。

そのため、教育委員会は、この結果を開発者に報告

し、再度協議を したところ、埋蔵文化財の保存措置と

して、記録保存のための発掘調査を実施することに決

定した。

その後、開発者により、埋蔵文化財発掘届が提出さ

れ、教育委員会では発掘調査にあたる組織として、 志

木市遺跡調査会(以下、遺跡調査会)を斡旋した。遺

跡調査会ではこれを受け、開発者 と委託契約を締結し、埋蔵文化財発掘調査届を教育委員会に提出する。

教育委員会は、これらの届出書をすみやかに埼玉県教育委員会経由で文化庁長官に提出した。

これにより、 7月6日から遺跡調査会を主体として発掘調査を実施 した。なお、文化庁通知番号は、

委保第 5の1139号平成4年12月18日付である。

( 2 )発掘調査の経過

人員導入による発掘調査は、平成 4年 7月6日から開始した。 すでに、 6月29日の確認調査の際に、

調査区域全面の表土剥ぎが終了し、残土はすべて調査区域外に搬出 していたため、まず、調査区の整備

と細部の遺構確認作業を行った後、 住居跡 (18H)の精査を開始した。しかし、狭小な面積であるため、

残土置場が十分確保できなかったため、翌 7日にはもう一度残土搬出作業を行:う予定をとることにした。

7日、残土搬出作業に併行 し、18Hの精査を行う。 18Hについては、出土土器から平安時代のもので

あることが判明した。 また、 18日を切る 2基の土坑 (8・9D)が検出さ れたため、すぐに 8・9Dの

精査を行う。造物は検出されなかったが、覆土から近世以降のものである可能性ある。

8日、調査区北東端から、土坑(10D)を確認したため、精査を開始した。掘り終了後、写真撮影を

行う。時期については、暗茶褐色の覆土と条痕文系土器を 1点出土したことから、縄文時代早期末葉の

所産のものと判明した。 18Hは、硬化した床面を確認し、壁溝を掘り始める。また、床面は 2・3回の

貼り替えが行われており、硬化面が重な るよう に確認された。おそら く、数回の拡張あるいは建て替え

が行われたものと考えられる。

10日には、第 l回目の調査区全体の写真撮影を行う。午後からは、 18Hの平板測量とカマドの精査 ・

10Dの実測を開始する。

13日、 18Hの平板測量が終了後、 貼床の精査を開始する。 その結果、貼床下から新たにカマドの残存

部分と思われる粘土検出範囲と硬化した床面 ・壁溝をもっ住居跡Bが検出された。さ らに精査を進める

と、住居跡Bに切られ、住居跡Cが検出された。住居跡Cは床面上か ら炭化材が多く出土していること

から、焼失住居と考えられる。

15日、第2回目の調査区全体の写真撮影を行う。その後、 18Hの住居跡B・Cの平板測量を開始し、

カマドの実測を完了した。

16日、 18Hのすべての実測を終了する O また、 18Hに切られる土坑(11D)の精査を開始し、掘り終

了後、写真撮影を行い、 その後実測を完了した。

17日、 21日に埋め戻し作業を実施 し、完了した。

-10 



第� 2節検 出された遺構と遺物

(1)住居跡
 

18号住居跡(第� 4・5図)


〔住居構造� J8・9号土坑に切られ、� 11号土坑を切る。西半部は調査区域外にあるものと思われる。ま

た、 本遺構は当初� 1軒として調査を行なっていたが、床面精査時に硬化面が数枚重なるように確認され

たことや新たに壁溝・ カマドの残存部と考えられる燃焼痕が検出されたことから、数回の建替えあるい

は拡張がなされた可能性があ る。以下、新しいと思われる順から住居跡� A →� B →� Cとして説明するが、

基本的に住居跡� B・Cについては、 壁溝の配置がうまく合わないことから、詳細は不明であると言わざ

るを得ない。

く住居跡A>最新の住居跡として北側にカマドをもっ住居跡が完成したものと理解できる。(平面形)

長方形であろ う。(規模)不明� X5.34 mo (壁高) 19~25cmを測り、ほぼ垂直に立ち上がる。(壁溝)確

認で きる範囲では全周する。 上幅25 cm ・ 下幅 15cm前後・深さ 12~23cmを測 る 。 (床面)カマド前面を中

」ィ� 

I@ 
171 I 一一μ� 

"..!!-I1"， 

2m 

第4図� 18号住居跡� (1/60) 
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.，..!.!..II組� 

1層ローム粒子 焼土粒子を僅かに含む黒褐色士。� 

2層 粘土 プロ ックを多く含む灰褐色土。� 
3侶焼土小プロック・ローム粒子を含む暗褐色士。� 
4層 焼土粧干を多く含む階赤褐色土。

ら層 粘土小プロックを多く 、焼土粒子を含む灰褐色土。� 
6層 粘土粒子 ・粘土小プロンクを含む暗灰褐色土。� 

7層焼土。� 
8層焼士粒子を多く、炭化物粒子を含む暗赤褐色土。� 

9層ローム粒 子を合む鼎色士。� 
10層ローム粒7 ・ローム小ブロック を含む陪貨褐色土。� 

lllfj黄禍色粘� j。� 
l2厨 焼土粒 子を多く、 ローム粒子を含む時赤尚色上。� 

13層 灰褐色粘土。� 
14層貼床。� 

1m 
-面ー画面ーー

第5図� 18号住居跡カマド� ( 1 /30) 

心によ く硬化した床面を確認した。(カマド)北壁の中央より やや東に位置する。長さ� 165cm・|幅114cm・

壁への掘り込み94cmを測る。 大部分は崩壊し、 天井部などの粘土は住居内へ覆土として流れ込んでいる

ものと思われるが、 両袖部に使用された灰褐色粘土は部分的に残存している。(覆土)焼土・粘土小ブ

ロック を含む黒褐色土を基調とする。

〈住居跡� B)住居跡� Aの東壁に沿って一回り内側から壁溝が確認され、またカマドの残存部と考えら

れる燃焼痕が検出されている。

〈住居跡� C)一番内側にまわる壁溝が本遺構に関係するものであろ うか。また、中央付近に炉跡であ

るかは不明であるが、 焼土範囲を確認した。

[遺物]住居跡� Aの貼床下の住居跡� Cの床面上から土器が比較的多く出土 した。

[時期]平安時代。住居跡� Aは10世紀前半。住居跡� Cは9世紀後半か。� 

[所見]住居跡Aの貼床下の住居跡� Cの床面上からは炭化材が多く出土 していることから、焼失住居と

考えられる。� 

18号住居跡出土遺物(第� 6図)

須恵器杯・域形土器� (1 ~ 8 、1O~13) 

lは器高5.0cm、口径13.4cm、底径� 5.0cm。ロ クロ回転は右回転。底部には回転糸切り痕を残す。色調

は灰褐色を呈 し、胎土には砂粒を含む。住居跡� Aの床面上からの出土で、遣存度は� 1/3程である。� 

2は器高� 5.4cm、口径� 14.6cm、底径5.4cm。ロ クロ回転は右回転。底部には回転糸切り痕を残す。色調� 
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は黄白色を呈し、胎士には砂粒を含む。 住居跡� Aの床面上からの出土で、遺存度は� 1/2程である。� 

3は現器高3.6cm、口径13.4cm。ロ クロ回転は右回転。色調は暗灰褐色を呈し、胎土には砂粒を含む。

住居跡Aの覆土中からの出土で、口縁部から体部下半にかけて� 1/2程遺存する。� 

4は現器高� 4.0cm、推定口径13.0cm。ロク ロ回転は右回転。色調は薄茶色を呈し、胎土には砂粒・茶

褐色微粒子を含む。住居跡� Aの北東コーナーの覆土中からの出土で、口縁部か ら体部下半にかけて� 1/4

程遺存する。� 

5は現器高� 3.1cm、推定口径� 12.4cm。ロ クロ回転は右回転。 口縁部直下に粘土巻上げ痕が残る。色調

は灰茶褐色を呈し、 胎土には砂粒 ・白色微粒子・小石を含む。住居跡� Aの北東コーナーの覆土中からの

出土で、口縁部から体部下半にかけて� 1/4程遺存する。� 

6は現器高2.9cm、底径4.9cm。ロクロ回転は右回転。 色調は灰褐色を基調とし、胎土には砂粒 ・白色

微粒子 ・小石を含む。住居跡� Aのカマド内からの出土で、体部から底部にかけて� 1/4程遺存する。� 

7は現器高� 4.3cm、底径7.2cm。高台付腕であ る。ロクロ回転は右回転。色調は灰褐色を呈 し、胎士に

は砂粒・白色微粒子 ・小石を含む。住居跡� Aの覆土中か らの出土で、 体部から底部にかけて� 1/2程遺存

する。

モU 三L/マr7. ~~~ず
予三干〉ど ミーィ 三主ど� と0 8


H 又九イ 可五r
〈平二七 、正当� f ヲJJ


~.~~ rr 二 ~15 月手ベ
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パ
川
川
川
け
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V 。ロ� 21 022 O 24 
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ζ二二コ� 
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第� 6図� 18号住居跡出土造物� (1 /4・1/3)
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8は現器高2.5cm、底径7.6cm。高台付塊であろうか。ロクロ回転は右回転。色調は灰褐色を呈 し、 胎

土には砂粒・白色微粒子 ・小石を含む。住居跡� Cの床面上か らの出土で、底部のみ完形である。� 

10は器高4.5cm、口径14.2cm、底径5.6cm。ロクロ回転は右回転。底部には回転糸切 り痕を残す。色調

は茶褐色を呈し、胎土には砂粒 ・茶褐色微粒子・小石を含む。ピット 内か らの出土で、遺存度は� 4/5程

である。� 

11は器高4.1cm、口径13.7cm、底径5.2cm。ロクロ回転は右回転。底部には回転糸切り痕を残す。色調

は茶褐色を呈し、胎土には砂粒・茶褐色微粒子 ・小石を含む。住居跡� Aの北東コ ーナーの覆土中からの

出土で、遺存度は2/3程遠存する。� 

12は器高4.0cm、推定口径14. cm。ロクロ回転は右回転。底部には凪転糸切 り痕を残0cm、推定底径5.4

す。色調は茶褐色を呈し、胎土には砂粒・茶褐色微粒子 ・金雲母 ・小石を含む。住居跡� Aのカ マド内か

らの出土で、遺存度は1/3程遺存する。� 

13は器高3.4cm、底径5.4cm。ロクロ回転は右回転。底部には回転糸切り痕を残す。色調は明樟色を呈

し、胎土には砂粒・茶褐色微粒子・金雲母を僅かに含む。住居跡Aの覆土中からの出土で、体部から底

部にかけて1/3程遺存する。

須恵器耳皿(9 ) 

現器高3.7cm、底径4.4cm、口径は長径10.5cm、短径6.3cm。ロクロ回転は右回転。口縁部は面取り 成形

が施されており、側面からみると「へ」字状を呈している。色調は暗灰褐色を呈し、胎士には砂粒 ・白

色微粒子を含む。住居跡Cの床面上からの出土で、遺存度は� 4/5程である。

土師器聾形土器� (14----16) 

14は現器高7.9cm、推定口径12.0cm。口縁部が短く外反し、胴部上半に膨 らみを もっ土器である。口

縁部内外面は横ナデ、以下内面はハケ状工具によるナデが施され、外面は斜方向にへラ削り調整が施さ

れる。色調は薄茶色を呈し、胎士には砂粒・茶褐色・白色粒子を含む。住居跡� Cの覆土中からの出土で、

口縁部から胴部上半にかけて1/5程遺存する。� 

15は現器高5.5cm、推定口径17.6cm。口縁部は「く」字状を呈する。口縁部内外面は横ナ デ、以下内

面はへラナデ、外面は横方向にへラ削り調整が施される。色調は暗樫色を呈し、胎土には砂粒 ・茶褐色 ・

白色粒子を多く含む。住居跡Aの覆土中からの出土で、口縁部から胴部上半にかけて1/5程遺存する。� 

16は現器高4.6cm、推定口径12.4cm。口縁部は「く」字状を呈する。口縁部内外面は横ナデ、以下内

面はへラナデ、外面は横方向にへラ削り調整が施される。色調は暗檀色を呈し、胎土には砂粒・ 金雲母

を含む。住居跡Aのカマド内からの出土で、口縁部から胴部上半にかけて1/5程遺存する� O

布目瓦� (1 7)

布目瓦の小破片である。下面は剥落している。色調は暗黄褐色を呈し、胎土には砂粒 ・茶褐色粒子を

僅かに含む。住居跡Aの床面上からの出土である。

土製品� (18・19) 

18は須恵質のもので、土器の口縁部と思われたが、周縁にすべて面取りが施されているこ とか ら、用

途不明品として取り扱った。また、表面には幅� 8mmの断面皿状の凹みがあるこ とか ら、玉類な どの製作

に関係する砥石である可能性もある。色調は暗黄褐色を基調とし、胎土には砂粒 ・茶褐色粒子を含む。

重さは13.6 g。住居跡Aの覆土中からの出土である。� 

19は土錘である。現全長3.9cm、直径1.9cm、重さ� 15.4g 、穿孔径� 4mm。円筒形を呈する管状のもので、� 
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半分程欠損している ものと思われる。 住居跡Aの覆土中からの出土である。

鉄製品 (20~2 4 )

すべて18号住居跡内か らの出土で、位置は特定できなかった。� 

20~22 は万子の破片と思われる 。 20 ・ 2 2 は断面が長方形に近い ことから 、 茎部に相当するものであろ

う。� 21は断面の片面が尖っていることか ら、刃部に相当するものと思われる。� 

23は� iLJ字状を呈するが、折れ曲がったものであろう。断面が長方形を呈 し、箆被部(のかつぎぶ)

が見られるこ とか ら、 鉄鉱であるかもしれない。� 

24は袋状を呈する円筒形のもので、用途不明品である。現全長4.2cm、最大直.径1.6cm、厚さ� 2mm、重

さ12 g。8.

(2 )土坑 

8号土坑(第� 4図)

日講造]� 18号住居跡を切る。(平面形)長方形。(規模)108 x 75cmo (長軸方位) N-46 Eo (深さ)0 
-

30cm前後。(覆士)ローム粒子 ・ローム小ブロックを多く含む暗黄褐色土を基調とする。� 

[遺物]出土しなかった。

[時期]不明。� 

9号土坑(第� 4図)� 

[構造]18号住居跡を切る。 (平面形)長方形。(規模)126 x84cmo (長軸方位)N-480 -Wo (深さ) 

40cm前後。� (覆土) ローム粒子を多く含む暗黄褐色土を基調とする。

[造物]出土しなかった。� 

[時期]不明。� 

10号土坑(第� 7図)

[構造]調査区北東端から検出され、 大部分が調査区域外にあるものと思われ、詳細不明である。(平

面形)楕円形か。� (深さ)36cmo (覆土)ローム粒子 ・炭化物粒子を含む暗茶褐色土を基調とする。
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[遺物]覆土中から条痕文系土器の小破片が� l点出土 した。

[時期]縄文時代早期後葉。� 

10号土坑出土遺物(第� 8図� 1) 

条痕文系土器の口縁部付近の小破片である。文様は条痕を地に隆帯が� l本施されている� 色調は表面O

が暗黄褐色を呈するが、断面を観察するとサンドイ ツチ状に内部は黒色を呈する。胎土中には繊維の他

砂粒を僅かに含む。� 

11号土坑(第� 7図)

[構造] 18号住居跡に切 られる。(平面形)楕円形。� (規模)184 X 170cIDo (深さ)55cID前後。(覆土)炭

化物粒子を多く、ローム粒子 ・焼土粒子を含む暗茶褐色土を基調とする。� 

[遺物]出土しなかった。

[時期]覆土から観察して、縄文時代と思われる。� 

(3)遺構外出土遺物 (第 8図� 2~1 1) 

縄文時代から弥生時代にかけての土器が検出されている。時期的には、縄文時代早 ・中・後期、弥生

時代後期に比定され、第 1~ 5 群土器に分類された。

九
日 

第� 1群土器 縄文時代早期後葉の条痕文系土器� (2・3) 

2は波状口縁を呈する口縁部小破片である。内外面及び口層上には条痕が施される。外面には隆帯と

沈線により文様が描かれている。 色調は暗黄褐色を呈し、胎土中には繊維・砂粒・小石を含む。� 3の外

面には縦方向に条痕が施される。 色調は暗赤褐色を呈 し、胎土中には繊維を多く、砂粒を含む。

第� 2群土器縄文時代中期中葉の勝坂式土器� (4)

半載竹管による押引文が付加された隆帯をもっ土器である。色調は暗茶褐色を呈し、 胎土中には暗黄

褐色粒子・砂粒を含む。

第� 3群土器縄文時代中期後葉の加曽利E式土器� (5・6)

いずれも胴部小破片である。� 5はRLの単節斜縄文を地文に磨消懸垂文が描かれる。色調は暗茶褐色

を呈し、胎土中には暗黄褐色粒子を含む。� 6は地文の条線が縦方向に施される。色調は黒茶褐色を呈し、

選愈z U A普通江

勝必
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川
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2-[1 遺構外出土遺物¥11 
1日om

園面画面画面� 

第� 8図� 10号土坑 ・遺構外出土遺物� (1/3) 
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胎土中には暗黄褐色粒子 ・砂粒 ・小石を含む。

第 4群土器 縄文時代後期前葉の堀之内式土器 (7) 

1本の垂下する沈線が描かれる土器であ る。表面は全面縦方向にへラ磨きが施される。色調は暗茶褐

色を呈 し、胎土中には暗黄褐色粒子 ・砂粒・ 小石を含む。

第 5群土器弥生時代後期の土器 (8 ~11 ) 

8・9は壷形土器である。 8は肩部小破片で、文様として端末結節を伴う RLの単節斜縄文が施され、

その下方の無文部は赤彩されている。色調は淡黄褐色を呈し、胎土中には茶褐色粒子・砂粒を含む。 9

はハケ目調整後粗いへラ磨きが施さ れる土器で、色調は暗黄褐色を呈し、胎土中には茶褐色粒子・砂粒

を含む。 

10・11は童形士器である。10は口縁部小破片で、口唇部外面には押捺が加えられている。色調は全体

的に黒色を呈しているが、所々 に赤く塗料の付着したような痕跡が観察される。胎土中には砂粒・小石

を含む。11は内外面ハケ日調整が施される土器で、色調は暗茶褐色~黒褐色を呈している。胎土は精錬

され、砂粒を僅かに含む。 
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1992 I第 5章 因子山遺跡第 4地点の調査J ~中道遺跡第12地点 中道遺跡第13地点因子山遺跡第 4 地点目子山

遺跡第 5地点発掘調査報告書」志木市の文化財第18集 志木市教育委員会 

1996 I第 8章 田子山遺跡第10地点の調査J ~城山遺跡第12地点 城山追跡第13地点西原大塚遺跡第14地点中野

追跡第11地点中野遺跡第16地点 市場裏遺跡第 l地点 因子山遺跡第10地点中道追跡第21地点問子山遺跡

第13地点 西原大塚遺跡第21地点 市場裏遺跡第 2地点中道遺跡第26地点発掘調査報告書』志木市の文化財第 

24集志木市教育委員会

志木市教育委員会集21財第志木市の文化跡群羽』志木市遺~J地点の調査29田子山遺跡第章3第1"1995尾形則敏 

員会集志木市教育委22の文化財第志木市』子山富士~因J地点の調査31田子山遺跡第補説1"1996 

1996 I第10章 田子山遺跡第13地点の調査J r城山遺跡第12地点城山遺跡第13地点西原大塚治跡第14地点中野遺

跡第11地点 中野遺跡第16地点市場裏遺跡第 1地点 因子山追跡第 10地 点 中 道追跡第21地点田子山遺跡第13

地点西原大塚遺跡第21地点市場裏遺跡第  2地点 中道遺跡第26地点発掘調査報告書」志木市の文化財第24集

志木市教育委員会

尾形則敏・ 深井恵子 1996 I第 5章 田子山遺跡第32地点の調査J ~志木市遺跡群WJ 志木市の文化財第23集志木市教育委員会 

育委員会教集志木市23志木市の文化財第WJ遺跡群志木市~J地点の調査37田子山追跡第章6第1"1996 

1997 1"第 4章 田子山遺跡第39地点の調査J ~志木市遺跡群四」 志木市の文化財第25集志木市教育委員会 

1999 1"第 4章 因子山遺跡第47地点の調査J r志木市遺跡群 9J志木市の文化財第27集志木市教育委員会 

育委員会集志木市教27文化財第の志木市9J~志木市追跡群J地点の調査48団子山遺跡第章8第1"1999 

深井恵子	 1997 1"第 5章 田子山遺跡第41・42地点の調査J r志木市追跡群四』 志木市の文化財第25集志木市教育委員会 

1999 1"第 6章 田子山遺跡第49地点の調査J r志木市追跡群 9J志木市の文化財第27集志木市教育委員会  
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第 3章 因子山遺跡第21地点の調査

第 1節 調査の経緯

(1)調査に至る経過

平成 4年 7月21日、 開発主体者 から志木市教育委員会(以下、教育委員会)へ開発計画地内における

埋蔵文化財の有無及び取り扱いについての照会があっ た。計画は志木市本町 2丁目1690-4番地(両積

104.20nf)内に道路造成工事を行うというものである。

これに対し、教育委員会は当該開発予定地が周知の埋蔵文化財包蔵地である因子山遺跡 (コ ード11228-

010)に該当するため、大旨下記のとおり回答した。

1.隣接する田子山遺跡第 4・5地点では、 発掘調査を実施し、埋蔵文化財が確認されているこから、

当該開発予定地から も埋蔵文化財が存在する可能性があ るこ と。

2.埋蔵文化財確認調査を実施して、その結果に基づき、 当該開発予定地の埋蔵文化財の有無及び取

り扱いについて回答する。

3.上記2の調査の結果、埋蔵文化財が確認された場合、埋蔵文化財の保存措置を講ずることO また、

やむを得ず土地の現状を変更する場合は、記録保存のための発掘調査を実施する必要があるこ とO

平成4年 7月22日、教育委員会は、 開発者より埋蔵文化財確認調査依頼書を受理 し、9月7日、午前

9時15分から確認調査を実施 した。

確認調査は、調査区長軸中央に 1本の 卜レンチを設定し、 ノてック ホーで表土を剥ぎ、同時に遺構確認

作業を行った。その結果、平安時代の住居跡と思われる遺構 5基と数本のピットを確認した。

そのため、教育委員会は、こ の結果を開発者に報告し、再度協議をしたところ、埋蔵文化財の保存措

置として、記録保存のための発掘調査を実施すること に決定した。

その後、 開発者 により、埋蔵文化財発掘届が提出され、教育委員会では発掘調査にあたる組織として、

志木市遺跡調査会 (以下、遺跡調査会)を斡旋 した。 遺跡調査会では己れを受け、 開発者と委託契約を

締結し、埋蔵文化財発掘調査届を教育委員会に提出する。教育委員会は、これらの届出書をすみやかに

¥ 

日 10m 
旨画面ー

第 9図造構分布図 (1 /200) 
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埼玉県教育委員会経由で文化庁長官に提出 した。

これにより、 9月 8日から遺跡調査会を主体として発掘調査を実施した。 なお、 文化庁通知番号は、

委保第 5の1527号平成 5年 3月23日付である。 

( 2 )発掘調査の経過

人員導入による発掘調査は、 平成 4年 9月 8日から開始した。すでに、 7日の確認調査の際に、調査

区域全面の表土剥ぎが終了していたため、午前中は調査区の整備と細部の遺構確認作業を行った。午後

から は、調査区東端の住居跡(1 9H)と調査区中央の住居跡 (20H)の精査を開始した。特に、 19Hに

ついては、カマドが北壁から 2カ所と さらに壁溝が中央付近で 1本確認されたことから、住居の建て替

えが行われたものと考え られる。 19・20Hの時期は、出土遺物から平安時代のものと判明した。 

9日、新たに調査区西端の小縦穴状遺構 (21H)の精査を開始する。 19・20Hについては、午前中に

写真撮影を行い、午後から は平板測量を開始し、終了する。 

10日、 19Hのカマドの実測を開始する。また、新たに調査区西端の土坑 (12D-A)の精査を開始す

る。 21日、 12D-Aは出土遺物から平安時代のものと判明した。 

11日、 21Hの写真撮影を終了する。 また、南側を撹乱に破壊されているが、 12D-Aを切る土坑 (12D 

B)の精査を開始する。 12D-Bは出土遺物から、近世以降のものと判明した。 

18日、 20日のカマドの実測を開始し、終了する。また、新たに調査区西端の住居跡 (22H)の精査を

開始する。	 22Hについても出土遺物から平安時代のものと判明した。 

21日、 12D-A、22Hの写真撮影を行い、その後実測を完了、すべての調査を終了する。 

28日、埋め戻し作業を完了 した。

第 2節 検出された遺構と遺物

(1)住居跡 

19号住居跡(第 10図)

[住居構造]北壁と北西コーナー以外は調査区域外にあるものと思われる。(平面形)方形か。(壁高) 

5~l1 cmを測り、 急斜に立ち上がる。(壁溝)確認できる範囲では全周する。上幅20~30cm ・下幅10~ 

16cm・深さ 8 ~15 cmを測る。間仕切り状の壁溝は、上幅16~24 cm ・ 下幅 8 ""'12cm・深さ 5~9cmを測る。

(床面)床面は全体的に硬化している。また、 カマド Aの前面の床面から粘土が検出された。(カマド)

北壁に 2基確認さ れた。 くカマ ド A>北壁の東側に偏って位置する。主軸方位は N-30 -E。長さ 94 

cm・l隔95cm・壁への掘り込み 34cmを測る。両袖部は粘土のみで構築されており、 ロームによる隆起部分

は見られなかった。燃焼部は床面より 20cm程掘り込まれている。 また、支脚が燃焼部の左奥より直立し

た状態で検出された。煙道部は600 程の勾配で立ち上がっている。 <カマド B>北壁の西側に偏って位

置する。残りが良くないことから、 旧カマドと思われる。主軸方位は N-So長さ 95cm・幅 70cm・壁へ

の掘り込み50cmを測る。燃焼部は 30cm程の掘り込みをもち、煙道は300 程の勾配で緩やかに立ち上がる。

(柱穴〉 検出されなかった。(覆土)焼士粒子を含む黒色土を基調とする。 

[遺物]床面上及びカマド内か ら土器が出土した。 

[時期]平安時代 (9世紀後半〉。 
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[所見]本住居跡は、北壁にカ マドが� 2基と住居を東西に二分するように間仕切り状の壁溝が確認され

たことから、住居の建て替えが行われた可能性がある。 また、 床面上か ら焼士と炭化材が多 く検出さ れ

たことから、焼失住居と考えられる。� 

19号住居跡出土遺物 (第 13図 1 ~6 、 第 1 4図 1 8)

須恵器杯形土器� (1 ~ 3) 

1は器高4.1crn、口径11.8crn、底径� 5.7crn。ロクロ回転は右回転。 底部には回転糸切 り痕が残るが、 そ

の上に線刻ではないが、 暗文風に何らかの印が付されている。 色調は暗灰褐色を呈 し、胎土には砂粒・

白色針状物質を含む。カ マ ド� Aの右横か らの出土で、遺存度は� 3/4程である。� 

2は器高4.1crn、口径12.5 cm、底径� 5.3cm。ロク ロ回転は右回転。 底部には回転糸切 り痕が残 るが、そ

o 粘土範 囲� 

l層 粘土。� 

2層焼土粒子 総土粧干を含む黒褐色土。

、 -闘機駄川
1m 

カマドA 

~ 袖部粘 土 範囲 
カマドB

1層粘土。� 
2層焼土粒子 ・焼土プロックを多く

含むJ品色土。� 

3層 ローム粒子を多く 、焼土粒子を

吉む暗黄褐色土。� 
4層ローム小ブロ ック 焼主粧子を

含む黒色土。� 

5届ローム粒子を含む黒色土。� 

1m 

第10図� 19号住居跡・カマド� (1/60・1/30) 
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の� L.Iこ線刻ではないが、暗文風に十文字状の印が付されている。色調は灰褐色~薄茶色を呈し、胎士に

は砂粒・白色針状物質 ・茶褐色粒子を含む。カマドA内からの出土で、遺存度は2/3程である。� 

3は器高4.6cm、口径12.2cm、底径5.6cm。ロクロ回転は右回転。底部には回転糸切り痕が残る。また、

口縁部直下には粘土巻上げ痕が顕著に残る。 色調は灰褐色~薄茶色を呈し、胎土には白色針状物質 ・小

石を多く含む。カマドA前面のほぼ床面上からの出土で、 追存度は4/5程であ る。

土師器聾形土器� (4・5) 

4は現器高20.9cm、推定口径23.6cm、。胴部上半に最大径をもち、口縁部は外反する。外面口縁部直

下には沈線状の凹みがまわる。色調は暗樫色を呈し、胎土には砂粒・茶褐色粒子を多く含む。口縁部内

外面は横ナデ、以下内面はへラ ナデ、外面はへラ削り調整が施される。カマドA内からの出土で、口縁

部から胴部下半にかけて、� 1/3程遺存する。� 

5は現器高19.7cm、推定口径17.8cm。胴部上半に最大径をもち、頚部から口縁部にかけては「コ」の

字状を呈する。 色調は暗茶褐色~黒色を呈し、胎土には砂粒・茶褐色粒子・黄褐色粒子を含む。口縁部

内外面は横ナデ、以下内面はへラナデ、外面はへラ削り調整が施される。カマドA内からの出土で、口

縁部から胴部下半にかけて、� 1/4程遺存する。

土製品(6 ) 

土製支脚である。現全長13.0cm、最大幅9.7cm。円筒形を呈し、表面には縦方向に稜線がみられる。

カマドAの燃焼部から直立した状態で出土した。

鉄製品� (18)

釘であろう。 長さ� 6.6cm、最大幅1.0cm、重さ7.3 g。断面形は長方形である。完形品である。� 

20号住居跡(第11図)� 

[住居構造]北東壁と北コーナー付近以外の大部分は調査区域外にある ものと思われる。(平面形)方

形か。(規模)不明¥4.70mo (壁高) 1 5~27cmを測 り 、 ほぼ垂直に立ち上がる。 (壁溝) 確認できる範

囲では全周する。上幅17~30cm ・下幅1O~20cm ・深さ 2 ~13cmを測る。 (床面)壁際を除いて硬化して

いる。(カマド)北東壁の東コ ーナーに偏って位置する。主軸方位はN-700 -E。長さ93cm・幅80cm・

壁への掘り込み6bcmを測る。燃焼部は床面より5cm程掘り込まれてお り、煙道部は300 程の勾配で緩や

かに立ち上がっ ている。遺存状態はあま り良くなく、粘土部分はほとんど見当らなし¥0 (柱穴)北コー

ナーに主柱穴と思われるものが� 1本確認された。深さは56cmを測る。(覆土) ローム粒子 ・炭化物粒子

を含む黒色土を基調とする。� 

[遺物]床面上及び、覆土中から、土器 ・鉄製品 ・石製紡錘車が出土した。� 

)。世紀前半(9時期]平安時代[

20号住居跡出土遺物(第13図� 7 ~12、第 14図 19 ・ 20)

須恵器杯形土器c7・� 8) 

7は器高4.2c皿、口径13.4cm、底径7.0cm。ロクロ回転は右回転。 底部には回転糸切 り痕が残るが、そ

の上に線刻で、十文字状の印が付されている。また、内外面に細長く 火タスキ状の痕跡が顕著に残る。

色調は暗撞色~黄褐色を呈 し、胎土には砂粒・ 金雲母 ・小石を含む。 北壁近くの床面上10cm程浮いた覆

土中からの出土で、完形品であ る。� 

8は器高3.4cm、推定口径13.4cm、底径8.0cm。ロクロ回転は右回転。底部は回転糸切 り後、周辺へラ� 
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削り調整が施される。色調は灰白色を呈し、胎土には砂粒 ・白色微粒子を僅かに含む。覆土中からの出

土で、遺存度は1/2程である。

須恵器壷形土器� (9) 

器高6.2cm、底径6.2cm。ロクロ回転は右回転。体部下半は回転へラ削り調整が施さ れる。色調は暗灰

褐色を呈し、胎土には砂粒を僅かに含む。北壁近くの床面上10cm程浮いた覆土中からの出土で、体部下

半から底部にかけて、� 1/2程遺存する。

須恵器聾形土器� (10-12) 

10は頚部破片である。文様の一部と思われるが、� 2条の沈線と� 2段の波状文が観察できるO 色調は灰

褐色を呈し、胎土には砂粒 ・小石を多く含む。カマド右横からの出土である。� 

11・12は胴部破片である。� 11は外面に平行叩き(格子目状)、内面に同心円当て具痕が残る。色調は

灰褐色を呈し、胎土には砂粒・小石を含む。� 12は外面に平行叩き、内面に同心円当て具痕が残る。 色調

は灰褐色を呈し、胎土には砂粒 ・小石を含む。� 11・12は覆土中からの出土であ る。

鉄製品� (19)

リング状の製品である。万子などの柄部分を固定させる鋼と呼ばれる金具であろ う。長径2.0cm、短

径0.7cm、高さ� O.4cm、厚さ� 1mm、重さ0.5g 。カマド内からの出土である。

1層表土。� 
2層ローム粧干 ・炭化物粒子を含む鼎色士。� 

3層 焼土粒子 ・焼土プロ ックを多く 、炭化物粒子を含

む黒褐色土。
4層 ローム粒子を多く、炭化物粒子を含むR音質褐色土。� 

5層ローム粒子を多く 、炭化物粒干を含む暗黄褐色土。� 

一一一一~ 4 L 正� 丘一一一一一一ーーー� 6層焼士小ブロックを多く、ローム粒子 ・炭化物組子

を含む暗黄褐色土。� 

7層粘土プロ ック。� 

B層焼土小ブロック ・炭化物粒子を含む黒褐色土。� 

9層焼土プロック。� 
10層 ローム粒子を含む日音質褐色土。� 

11層ローム小ブロ ジクを吉む賞褐色土。� 

D 一一---2m 
d 

11国 粘土を多 く、焼土小プロックを含

む暗灰褐色土。� 
2層炭化材 ・炭化物粒子を含む黒色士。� 

3層ローム粧子を多く 、焼土粒子 炭

化物粒子を吉む附褐色土。� 

4層 ローム粒子を多く含む晴黄尚色土@� 

5層 ローム粒子を多 く、炭化物粒子 を

含む陪黄禍色土a 

1m 

-ー

第11図� 20号住居跡・カマド� (1/60・1/30) 



石製品� (20)

蛇紋岩製の紡錘車である。形状は厚台形を呈する。表面はていねいに磨かれており、美しい光沢をも

っ。 仁底径2.9cm、下底径3.9cm、高さ� 1.7cm。遺存度は1/2程である。� 

21号住居跡(第12図)

[住届構造]小竪穴状遺構と考えられる。ここでは住居跡として扱った。長軸中央部は撹乱により壊さ

れている。(平面形)台形状。(規模)2.90x2.30mo (壁高) 8 ~18cmを測り、比較的緩やかに立ち上

がる。(壁溝〉検出されなかっ た。(床面〉 硬化した床面を確認した。(覆土)部分的に粘土を含む黒色

士を基調とする。

[遺物]床面上及び覆土中から僅かに土器が出土した。

[時期]平安時代。

、1 

22号住居跡

21号住居跡�  

/ 

12号土坑�  

2m 

第12図� 21・22号住居跡 ・12号土坑(1/60) 
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第14図住居跡 ・土坑出土遺物� 2 (1/3) 

21号住居跡出土遺物(第13図13・14) 

13・14は須恵器護形土器である。� 

13は胴部破片で、 頚部との接合痕が残る。外面に網目状叩き、 内面に同心円当て具痕が残る。色調は

灰褐色を呈し、胎土には砂粒・黒色粒子 ・小石を含む。� 14は胴部破片である。外面に平行叩き、内面に

同心円当て具痕が残る。色調は灰褐色を呈し、胎土には砂粒 ・黒色粒子 ・小石を含む。いずれも覆土中

からの出ゴ二で、ある。� 

22号住居跡(第12図)

[住居構造]小竪穴状遺構と考え られる。北東側は撹乱によ り壊されている。 (平面形)隅丸方形か。

(規模)不明 X2.2brno (壁高) 7 ~27cmを測り、 急斜に立ち上がる。(壁溝)検出されなかった。(床面)

硬化した床面を確認した。(覆土)ローム粒子を多く含む黒褐色土を基調とする。南壁付近に粘土残存

部分がみられたの

[造物]覆土中から僅かに土器が出土したが、図示できるものは鉄製品� l点であった。

[時期]平安時代。
 

22号住居跡出土遺物(第14図21)


鉄製品の釘であろ うか。 長さ� 4.8cm、最大幅� O.9cm、重さ� 3.2g。断面形は丸に近い長方形である。
 

( 2 )土坑 

12号土坑(第12図)� 

12号士坑を� A・B 02D-A・B)として、取り扱ったが、これら は時期の異なった遺構であった。� 

(12D-A) [構造] 12D -Aに切られ、撹乱にも壊されているため詳細は不明である。(平面形)隅

丸方形か。(規模)不明� X3.10mo (壁高) 18~23cmを測り、比較的緩やかに立ち上がる。(壁溝)検出さ

れなかった。(床面〕硬化した床面を確認した。(覆土)焼土粒子・炭化物粒子を含む黒褐色土を基調とする。� 

[造物]坑底上及び覆土中から、醸・ 須恵器・鉄製品・炭化種子(ヤマモモ) 1点が出土した。� 

[時期]平安時代。

[所見]本遺構は土坑として扱ったが、� 21・22号住居跡と同類の小竪穴状遺構と考えられる。� 

(12D-B) [構造]� 12D -Aを切る。(平面形〉長方形か。(規模〉不明� X 1.3Smo (長軸方位) N ← 

40 Eo (深さ)確認、面からの深さは、� 40cm前後を測る。坑底はほぼ平坦で、壁は急斜に立ち上がる。� 0 
-

(覆土〉ローム粒子を含む暗褐色土を基調とする。

[遺物]青磁碗・磁器皿の小破片が出土した。

[時期]近世以降であろう O 



12号土坑出土遺物(第 13図 15~ 17、 第 14図 22、図版 5 -4) 


第13図15~17、 第 1 4図22 は 12D- Aからの出土である。
 

15~1 7はすべて同一個体の須恵器輩形土器であ ろう。 15 ・ 16 は肩部、 17 は胴部破片である。色調は暗

灰褐色を基調とするが、 肩部付近の 15には黄褐色の自然粕が付着している。胎士には砂粒・樫色粒子・

小石を含む。内面はナデ、外面はハケ目調整が施される。すべて坑底上からの出土である O 

22は用途不明の鉄製品であ る。現全長 5.7cm、最大幅1. 1cm、重さ 21.8 g。断面形は楕円形に近い。

図版 5-4は12D-Bからの出土である。 

1 は肥前系の磁器皿の口縁部小破片である。時期は 18世紀末 ~19世紀であろう O 

2は中国製の青磁碗である可能性がある。色調は薄茶色を呈する。 胎土は混入物を含まず、精錬され

ている。 

3は肥前系の磁器凹である。 時期は 19世紀以降であろう。 

(3 )遺構外出土遺物 (第 15図)

縄文時代から弥生時代にかけての土器が 6点検出されている。 時期的には、縄文時代早・巾期、弥生

時代後期に比定され、第 1~ 4 群土器に分類された。

第 1群土器 縄文時代早期後葉の条痕文系土器(1)

外面に条痕文が施される。色調は黒褐色を基調とし、胎士には砂粒 ・小石を多く、繊維を僅かに含む。

第 2群土器 縄文時代中期後葉の加曽手 iJE式土器 (2・3) 

2は胴部破片である。 文様は Lの撚糸文を地文に沈線によ る懸垂文が描かれているラ色調は暗檀色を

呈し、胎士には砂粒を含む。 

3は口縁部から胴部の境界付近の破片であろう。 RLの単節斜縄文を地文に 2本 1単位の沈線により

文様が描かれている。色調は内面が黒褐色、外面が暗茶褐色を呈する。胎土には砂粒を含む。

第 3群土器縄文時代中期後葉の曽利式土器 (4) 

胴部破片である。文様は半裁竹管による 2本 1単位の沈線文を地文に縦位の細隆起線文が貼付けおれ

ている。色調は暗茶褐色を呈し、胎土には砂粒 ・小石を含む。

第 4群土器弥生時代後期の聾形土器(  5・6) 

5・6は頚部から胴部にかけての小破片で、同一個体であろう。外面及び内面頚部はハケ日調整、内

面胴部はへラナデが施される。色調は暗黄褐色を呈し、胎士には砂粒を含む。 

U 相m附dpJ
l

¥5 ¥6 
lOcm 
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第� 4章 因子山遺跡第25地点の調査

第� 1節 調査の経緯� 

( 1)調査に至る経過

平成� 4年11月5日、株式会社住宅建設(代表取締役永嶋祥雄氏〉から志木市教育委員会(以下、教育

委員会)へ開発計画地内における埋蔵文化財の有無及び取り扱いについての照会があった。計画は志木

市本町� 2丁目1690-1番地� (面積856.00m')内に共同住宅建設を行うという ものである。

これに対し、教育委員会は当該開発予定地が周知の埋蔵文化財包蔵地である田子山遺跡(コード11228-

010)に該当するため、大旨下記のとおり 回答した。

1. 隣接する田子山遺跡第21地点では、発掘調査を実施し、埋蔵文化財が確認されたことから、 当該

開発予定地からも埋蔵文化財が存在する可能性があること。� 

2.事前に埋蔵文化財確認調査を実施して、その結果に基づき、当該開発予定地の埋蔵文化財の有無

及び取り扱いについて回答する。� 

3.上記� 2の調査の結果、埋蔵文化財が確認された場合、埋蔵文化財の保存措置を講ずること。また、

やむを得ず土地の現状を変更する場合は、記録保存のための発掘調査を実施する必要があること。

平成� 4年11月5日、教育委員会は、永嶋氏よ り埋蔵文化財確認調査依頼書を受理し、平成� 5年� 1月22 
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日、午前 9時15分から確認調査を実施した。

確認調査は、 L字形の調査区に合わせ、直角に 2本ずつ計 4本の トレ ンチを設定し、 バックホーで表

土を剥ぎ、同時に遺構確認作業を行った。その結果、住居跡と思われる遺構 2基、ピ ット群と思われる

遺構を多数確認した。

そのため、教育委員会は、この結果を永嶋氏に報告し、再度協議を したところ、埋蔵文化財の保存措

置として、記録保存のための発掘調査を実施することに決定した。

その後、永嶋氏により、埋蔵文化財発掘届が提出され、教育委員会では発掘調査にあたる組織として、

志木市遺跡調査会(以下、遺跡調査会)を斡旋した。遺跡調査会ではこれを受け、永嶋氏と委託契約を

締結し、埋蔵文化財発掘調査届を教育委員会に提出する。教育委員会は、これらの届出書をすみやかに

埼玉県教育委員会経由で文化庁長官に提出した。

これにより、 2月24日から遺跡調査会を主体として発掘調査を実施した。なお、文化庁通知番号は、

委保第 5の405号平成  5年 6月24日付である。 

( 2 )発掘調査の経過

発掘調査は、平成 5年 2月24日から開始した。先行して表土剥ぎ作業を 24・25日にバック ホー及びブ

ルドーザーを使用して行った。残土置場は、今回の開発予定と関連がある既調査区である因子山遺跡第 

21地点を借用することができたため、一度に調査区域全面を対象とした調査が可能になった。その後、

人員導入による発掘調査は、 3月 1日から開始した。まず、調査区東半部の整備と細部の遺構確認作業

を行った後、炉穴(1F P)とピットの精査を行う。 

3日、 1F Pを完掘する。掘り込みは全部で 4カ所で、そのうち燃焼部と思われる焼土検出部分は 3

カ所で確認された。時期は条痕文系土器片が出土したことから、 縄文時代早期後葉と考えられる。同日、

調査区西半部の整備と細部の遺構確認作業を開始する。西半部では住居跡 2軒(14・23H)とピット群

が確認された。そのうち、 14Hについては、過去に調査を行っ た第 5地点の際に検出された平安時代の

住居跡の延長部分に考えられるため、同一名を付けることにした。 

4日、 14Hと23Hの精査を開始する。 

8日、 14Hと23Hを完掘する。 23Hについては、貯蔵穴やその周りの凸堤の存在から、 古墳時代前期

のものと考えていたが、出土土器の大部分が、平安時代のものであるため、平安時代の可能性がある。

また、残りの調査区北端部の整備と細部の遺構確認作業を行った結果、第 21地点、でも検出されたものと

同類の小竪穴状遺構を 3 基 (24~26H) 確認した。そして、それ ら の遺構は第 16図の遺構分布図を参照

しでもわかるように、ほぼ 1カ所に集中していることが判明した。 

9日、 24Hの精査を開始 し、 25・26Hについては、 10日に精査を開始した。いずれも、出土遺物や覆

土の観察から、平安時代のものと考えられる。 

12 日には、 ピット群・ 2 4~ 26H を完掘した。 

16 日からは、遺構の写真撮影及び実測を開始する。同日には、 14H ・ 23~26Hの写真撮影を終了し、

その後、 14・23Hの実測を終了した。 

17 日、 24~26Hの平板実測を終了し 、 ピット群は全測図に入れ、レベルを記入するに留めた。 

19日には、 すべての実測・ 写真撮影を終了、すべての調査を完了した。

。。




第� 2節検出された遺構と遺物

(1)縄文時代
 

1号炉穴(第17図)


[構造] 4基の炉穴が重複してお り、� 3か所の燃焼部分が確認されたが、各炉穴の新旧関係は把握でき

なかった。 く1号炉穴A>北側は調査区域外にあるものと思われる。(平面形)楕円形か。(規模〉不明� 

←x 1.20mo (長軸方位)� N -630 Eo (深さ)30cm前後を測る。 炉床は厚さ� 8cm程が焼けて赤化してい

る。(覆土)上層はローム粒子 ・焼土粒子を僅かに含む暗茶褐色士、下層は;焼土粒子を多く 含む暗茶褐

色土を基調とする。 く1号炉穴� B> (平面形)楕円形。(規模)2.00X1.15mo (長軸方位) N -630 

Eo (深さ) 50cm前後を測る。 炉床は厚さ� 6cm程が焼けて赤化している。(覆土)ローム粒子・焼土粒子

を多く含む暗茶褐色士を基調とする。上層より焼土粒子を多く含んでいた。 く1号炉穴� c>(平面形)

楕円形か。(規模)不明� X2.10mo (長軸方位) E-Wo (深さ)40cm前後を測る。炉床は厚さ� 15cm程が

焼けて赤化している。(覆土)ローム粒子 ・焼士粒子を多く含む暗赤褐色土を基調とする。<� 1号炉穴� 

D> (平面形〉楕円形。(規模)1.40 X 0.95m (長軸方位) N 75 Eo (深さ) 50cm前後を測る。燃0 
-←� 

焼部分は確認されなかった。� (覆土)ローム粒子を多く 、焼土粒子を僅かに含む暗茶褐色土を基調とす

る。� 

[遺物]条痕文系土器の小破片が数点、出土した。

[時期]縄文時代早期後葉。� 

1号炉穴出土遺物(第22図� 1・2) 


1・2ともに縄文時代早期後葉の条痕文系土器である。� 1は内面が黒色、外面が樫色を呈し、胎土に


-¥ 

¥ 
ゆ

匂� 

1層耕作土。� 
2層 ローム粒子 ・焼土粒子を僅かに含む暗茶褐色土。� 

A， !!s 3屑焼土粒子を多く含む日音茶褐色土� ( 2層より暗色)。明� 

2冊

第17図� 1号炉穴� (1/60) 
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は繊維を僅かに含む。� 

2は内面が暗茶褐色、外面が暗樟色を呈し、胎土には繊維・砂粒・小石を含む。� 

( 2 )平安時代� 

14号住居跡(第18図) 

[住居構造]因子山第� 5地点で確認された� 14号住居跡の北東コーナ 一部に相当する ものと思われる。

(平面形〉正方形か。(壁高) 1O~13cmを測り、急斜に立ち上がる。(壁溝)北東コ ー ナ ーか ら部分的に

確認できた。上幅15~20cm ・下幅 7 cm・深さ� 10cm前後を測る。(床面)壁際を除いて硬化していた。(柱

穴)検出された� 1本は後世のものであろう。(覆土) ローム粒子を僅かに含む黒色土を基調とする。

[遺物]黒色土器の小破片が� 1点と数点の土師器 ・須恵器の小破片が出土した。� 

i所見L床面上から焼土及び炭化材が多 く検出されていることより、焼失住居と考え られる。� 

14号住居跡出土遺物(第21図� 1)

内外面黒色研磨された杯形土器である。磨き調整については、非常に細密であるため、敢えて図示し

[時期]平安時代� o 

¥
 

なかったが、内外面横方向に施さ れている。胎土には白色微粒子 ・石英を含む。� 

23号住居跡(第19図)

[住居構造]住居内の 2か所が後世の掘り込みにより壊されている。(平面形)正方形。� (規模)� 4.20 x 

3.90mo (壁高) 8 ~14cmを測 り、急斜に立ち上がる。(壁溝)検出されなかった。(床面)壁際を除い

て硬化していた。(柱穴)主柱穴と思われるものは、検出されなかった。 また、南壁寄りの深さ� 19cmの

ピットは、入口部の梯子穴と思われる。(貯蔵穴)南東コーナーに位置する。� 70x 50cmの楕円形を呈し、

深さは20cmを測る。貯蔵穴の西側には、幅 34~40cm ・ 高さ 4 ~ 5 cmの� iLJ字状の凸堤が巡ってい る。

南西コーナーにある掘り込みも貯蔵穴の可能性がある。� 70 x60cmの長方形を呈 し、深さ� 30cmを測る。

(覆土〉ローム粒子 ・焼土粒子を含む黒褐色土を基調とする。� 

[遺物]砥石� 1点と須恵器が数点出土した。

[時期]平安時代 (9世紀後半)。� 

L 
1層 耕作土。� 

4 L 
r 

2層 後世のピット。� 
3層 ローム粒子を僅かに含む黒色土。� 
4層ローム粒子を多く、焼土粒子を

含む明茶褐色士。� 

画面画面画面
1m 

第18図� 14号住居跡(1 /60) 
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包...

1m 

第四図� 23号住居跡� (1/60) 

23号住居跡出土遺物(第21図� 2 ~ 5) 

2は須恵器坪形土器である。現器高� 3.7cm、推定口径� 12.0cm。 ロクロ回転は右回転。色調は暗黄褐色

を呈 し、胎士には砂粒・暗茶褐色粒子を含む。覆土中からの出土で、口縁部から体部にかけて� 1/5程遺

存する。� 

3・4は須恵器整形土器の胴部小破片である。� 3は色調が暗灰褐色を呈し、胎土には砂粒・小石を含

む。外面には平行叩き 目痕が残る� o 4は色調が暗灰褐色を呈し、胎土には砂粒を含む。内面はナデ調整

後磨きが施され、光沢をもっ。外面には平行叩き 目痕が残る。� 

5は砥石であ る。長さ� 12.2cm、最大幅� 4.0cm、高さ� 4.2cm、重さ� 261 g。使用面は短軸� 2側面を除いた� 4

面で、短軸の断面形は台形を呈する� O 長軸では片面が弓状に曲線を呈 し、よく使用されたことがわかる。

また、所々に刃部によると思われる細線状の使用痕が観察される。� 

24号住居跡(第20図)� 

L住居構造] (平面形)長方形。(規模) 3.60x2.20mo (壁高) 34~43cm を測 り、 急斜に立ち上がる。

南コーナーは60x85cmの範囲で、スローフ。状にな っている。(壁溝)検出されなかった。(床面〉南壁寄り

からスロー プを含め、西壁にかけて� L字状に硬化面が確認できた。中央付近の床が一部焼けて赤化して

いた。(柱穴)長軸中央に並ぶ柱穴が本遺構の ものと考えられる。(覆土)上層は焼土粒子を僅かに、ロー

ム粒子を含む黒褐色士、下層は焼土粒子 ・炭化材を多く 、ローム粒子を含む黒褐色土を基調とする。特

に床面上からは、焼士・炭化材が多く検出された。� 

[遺物]覆土中から、土師器・ 須恵器の小破片が出土した。

[時期]平安時代 (9世紀後半か)。� 
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第21図住居跡出土造物(1/3) 
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[所見]床面上か ら焼土及び炭化材が多く検出さ れている ことより、焼失住居と考えられる。� 

24号住居跡出土遺物(第� 21図� 6・7) 

6は杯形土器の口縁部小破片で、黒色土器である。 内外面は横方向に細密な研磨が施され、内面に黒

色処理が施される。胎土には砂粒 ・石英を僅かに含む。覆土中からの出土である� O 

7は須恵器童形土器の胴部小破片であ る。色調は暗灰褐色を呈し、胎土には砂粒を含む。内面はナデ

調整が施され、外面には平行叩き 目痕が残る。覆土中からの出土であ る。� 

25号住居跡� (第20図)

[住居構造]西コ ーナー付近が撹乱によ り壊されている� o (平面形)隅丸長方形。(規模)3.25 x 2.17m。

(壁高) 13~17cmを測 り 、急斜に立ち上がる。(壁溝) 検出さ れなかった。(床面)南 コー ナーから南西

壁付近が良く 硬化していた。 (覆土)ローム粒子を含む黒褐色土を基調とする� O

[遺物]土器小破片が数点出土したが、図示でき るものはなかった。


[時期]出土した土器小破片か ら、平安時代� (9世紀以降)と考えられる。
 

26号住居跡� (第20図) 

[住居構造]南西側は撹乱により壊されている。(平面形)隅丸長方形。(規模)不明� x2.15mo (壁高〉 

22~39cmを測り、急斜に立ち上がる。(壁溝) 検出 さ れなか っ た。(床面) 中央から北西壁付近が、良く

硬化していた。(柱穴)長軸中央に並ぶ柱穴が本遺構に関係するものと考えられる。 (覆土〉 ローム粒子

を含む黒褐色土を基調とする。

[遺物]土器小破片が数点、出土したが、図示できるものはなかった。

[時期]出土した土器小破片から、平安時代� (9世紀以降) と考えられる� O 

( 3 )遺構外出土遺物 (第 22図� 3 ~12、 図版 7 -5 -1 ~6) 

縄文・弥生時代の土器と中・ 近世の陶・磁器の破片が検出さ れている。縄文時代の土器の時期につい

ては、早期~晩期にかけてに比定され る。 全体で第 1 ~ 8 群に分類された。

第� 1群縄文時代早期後葉の条痕文系土器� (3 ~ 6) 

すべて胎土に繊維を含む表裏条痕の土器である。� 3の外面の条痕文は上方が横方向、下方が斜方向に

施される。 4 ~6 は縦方向または斜万向であ る。

第� 2群縄文時代中期後葉の連弧文系土器� c7・� 8) 

7・8は縦位の条線を地文に文様が描かれる土器である。� 7は胴部のくびれ部付近の破片で、� 1本単

位の沈線による条線を地文に連弧文が描かれている。色調は薄茶色を呈し、胎土には白色砂粒を多く、

金雲母を僅かに含む。� 8は胴部破片で、竹管文によ る条線を地文に横位に� 2本の沈線文が施されてv，る。

色調は薄茶色を呈し、胎土には砂粒を含む。

第3群縄文時代中期後葉の加首手� IE式土器(9 ) J

胴部小破片で、� LRの単節斜縄文を地文に磨消懸垂文が描かれる土器である。色調は暗茶褐色を呈し、

胎土には淡樟色粒子 ・暗茶褐色粒子を含む。

第� 4群縄文時代晩期(10)

口縁部小破片で、幅� 5rnrnの太い沈線により文様が描かれている。沈線は基本的に口縁に平行する横位� 
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沈線であるが、 上から 3本目については途中で下方に曲線を描いている。沈線表現による変形工字文で

あろうか。色調は明茶褐色を呈 し、胎土には白色砂粒を多く 含む。

第 5群弥生時代後期の土器 (11)

査形土器の胴部破片である。色調は暗黄褐色を呈し、胎土には砂粒 ・黄褐色粒子・暗茶褐色粒子を含

む。内面はヘラナデ、外面は斜方向のハケ目調整が施される。

第 6群 中・近世の陶・磁器 (第22図12、図版 7-5-1 ~6) 

第22図14 は瀬戸の高台付の灰軸皿である。 現器高2. 0 cm、 推定底径7. 2cm。時期は17~18世紀である。

図版 7 -5の l は香炉の 口縁部小破片であろ う。時期は14~15世紀である。 

2は備前系の揺鉢の口縁部小破片である。時期は 19世紀代であろう。 

3は青磁皿の底部小破片で、底部は碁笥底を呈する。精錬された胎土から、 中国製と考えられる。時

期は 14t世紀代である。 

4は肥前系の染付皿である。底部は削り出し高台で、砂日痕を残す。 内面は蛇の目剥ぎが施され、文

様は草花文である。時期は 17世紀代である。 

5 は肥前系の磁器碗の口縁部小破片である 。 磁器は18~19世紀であ ろう。 

6は磁器の急須蓋で、文様は風景文である。産地は瀬戸か。

「「
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べ 

U U



第 5章 中道遺跡第27地点の調査

第 1節 調査の経緯

(1)調査に至る経過

平成 4年 7月、 開発主体者から志木市教育委員会(以下、教育委員会)へ開発計画地内における埋蔵

文化財の有無及び取り扱いについての照会があった。計画は志木市柏町5丁目2978-1番地(面積632.90

rrf)内に駐車場建設を行うというものである。

これに対し、教育委員会は当該開発予定地が周知の埋蔵文化財包蔵地である中道遺跡(コード11228-

005)に該当するため、大旨下記のとおり回答した。

1.埋蔵文化財確認調査を実施して、その結果に基づき、当該開発予定地の埋蔵文化財の有無及び取

り扱いについて回答する。

2.上記 1の調査の結果、埋蔵文化財が確認された場合、 埋蔵文化財の保存措置を講ずること。 また、

やむを得ず土地の現状を変更する場合は、記録保存のための発掘調査を実施する必要があること。

平成4年 7月7日、教育委員会は、 開発者より埋蔵文化財確認調査依頼書を受理 し、 9月9日、午前

9時15分から確認調査を実施 した。

確認調査は、調査区のほぼ南北方向に 4本のトレンチを設定し、パッ クホーで表土を剥ぎ、同時に遺

構確認作業を行った。その結果、地下式坑と思われる深い遺構2基と土坑 l基を確認した。

そのため、教育委員会は、この結果を開発者に報告し、再度協議を した ところ、埋蔵文化財の保存措
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第24図追構分布図(1 /200) 

その後、 開発者により、埋蔵文化財発掘届が提出され、 教育委員会では発掘調査にあたる組織として、

ぶ木市遺跡調査会 (以下、追跡調査会)を斡旋した。追跡調査会ではこれを受け、開発者と委託契約を

締結し、埋蔵文化財発掘調査届を教育委員会に提出する。 教育委員会は、これらの届出書をすみやかに

埼玉県教育委員会経由で文化庁長官に提出した。

これにより、9月21日から遺跡調査会を主体として発掘調査を実施 した。なお、文化庁通知番号は、

委保第5の1537号 平成5年 3月16日付である。

( 2 )発掘調査の経過

人員導入によ る発掘調査は、平成 4年 9月21日から開始した。すでに、 9月9日の確認調査の際に、

調査区域の表土剥ぎが終了していたため、 まず、調査区の整備と細部の遺構確認作業を行った。

22日、土坑 (34D)と地下式坑と思われる追構 (35・36D)の精査を開始する。 35・36Dはし、ずれも

天井部が崩落 した地下式坑であることが判明 した。 34Dについては、完掘後、写真撮影を行い、実測を

終了した。
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24日、� 35Dの掘りを終了し、写真撮影を行い、その後実測を終了した。
 

25日には、� 36Dの掘りを終了し、 写真撮影を行い、実測を終了、すべての調査を完了 した。
 

28日、埋め戻し作業を完了する。


第� 2節検出された遺構と遺物

(1)土坑� 

34号土坑(第25図)� 

[構造]� 2個の重複形態をとる。 (平面形)不整形。(規模) 1.40XO.95mo (長軸方位) N -22 W。0 
-

(深さ)40cm前後を測る。 坑底はほぼ平坦であるが、中央付近で僅かに段差を生じている。壁はほぼ垂

直に立ち上がる。(覆土)ローム粒子 ・ローム小ブロックを多 く含む暗黄褐色土を基調とする。

'"聞g、対� 
34号土坑

35号 土坑� 

r 

..E 6 "
u 

，ーー一一ー-ーーー一一ーーーーーーー， 
、� 

1m 
ー画面面ーー� 

36号土坑

第25図� 34・35・36号土坑� ( 1 /60) 
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[遺物]出土しなかった。� 

[時期]不明。� 

35号土坑(第25図)

[構造]地下式坑である。 主体部天井は崩落していた。(入口竪坑部)関口部は台形状を呈し、� 80X55 

cmを測る。 主体部への連絡は階段状を呈する。 入口部と主体部が一体化した感じであ る。(主体部)平

面形は半円形を呈 し、 主軸に対して横長の形態をとる。 底面は北側から南側へ緩やかに下り、中央付近

から南半分は10cm程低く段差がついている。 壁は上方でやや内傾してお り、天井部は陥落していたが高

さは65~90cm程であったと思われる。(覆土)大部分が天井部崩落後に埋まっ たものである。 天井部ロー

ムより上層は黒色士、下層はローム粒子 ・ローム小ブロックを含む暗褐色土を基調とする。

[遺物]磁器・瓦器の小破片を 1点ずっと石臼の破片を� l点出土した。

[時期]中世(1� 4世紀後半から15世紀か)。� 

35号土坑出土遺物(図版� 9-5) 

1は青磁碗の口縁部小破片である。精錬された胎土か ら中国製であ るものと思われる。色調は灰白色

を呈し、胎土には黒色微粒子を僅かに含む。覆土中からの出土である。 時期は� 13世紀後半から� 14世紀に

かけてに比定される。� 

2は常滑鉢の口縁部小破片で� -あろう。胎土には白色砂粒を多く含む。覆土中からの出土である。時期

は14世紀後半か ら� 15世紀にかけてに比定される。� 

3は石臼の下臼 (下盤)の破片と思われる� O 

36号土坑(第25図)� 

[構造]地下式坑である。 主体部天井は崩落していた。(入口竪坑部)関口部は1.� 10x 0.85 mの隅丸長

方形を呈し、坑底は平坦で、 壁は垂直に近い。確認面からの深さは1.� 20mを測る。主体部への連絡は階

段状になっており、比高差は45cm程で、あ る。(主体部)� 2.05 x1.50 mの長方形を呈し、主軸に対して横

長の形態をとる円底面は平坦で、壁は下方に少し膨らみをもっ。天井部は崩落していたが高さは1.� 40m

前後であったと思われる。(覆土〉天井部ロ ームより上層は黒色士、下層はロ ーム粒子 ・ローム小ブロ ッ

クを含む暗褐色土を基調とする。� 

[遺物]常滑聾の小破片を� 1点出土した。

[時期]中世(15世紀代か)。� 

36号土坑出土遺物(図版� 9・4)

常滑査の小破片であろうか。胎土には砂粒・ 小石を含む。時期は小破片のため詳細不明であるが、中

世(15世紀代か)に比定される。� 

( 2 )遺構外出土遺物(第26図)

縄文時代の土器の小破片が 7 点検出されている。 時期的には前期~後期にかけてに比定され、第 1~ 

4群土器に分類された。

第� 1群土器 前期中葉の羽状縄文系土器(1)� 

5段の羽状縄文が施文される繊維土器である。色調は黒褐色を呈する。� 
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[遺物]出土しなかった。 

[時期]不明。 

35号土坑(第25図) 

[構造1地下式坑である。 主体部天井は崩落していた。(入口竪坑部)開口部は台形状を呈し、 80x 55 

cmを測る。主体部への連絡は階段状を呈する。入口部と主体部が一体化した感 じである。(主体部)平

面形は半円形を呈 し、主軸に対して横長の形態をとる。底面は北側から南側へ緩やかに下り、中央付近

から南半分は 10cm程低く段差がついている。壁は上方でやや内傾してお り、 天井部は陥落していたが高

さは65~90cm程であったと思われる。(覆土)大部分が天井部崩落後に埋まった ものである。天井部ロー

ムより上層は黒色土、下層はロ ーム粒子 ・ロ ーム小ブロックを含む暗褐色土を基調とする。

[遺物]磁器・ 瓦器の小破片を 1点ずっと石臼の破片を 1点出土した。 

)。世紀か15世紀後半から4時期]中世(1t

35号土坑出土遺物(図版 9-5) 

1は青磁碗の口縁部小破片である。 精錬された胎土から中国製である ものと思われる。色調は灰白色

を呈 し、胎土には黒色微粒子を僅かに含む。覆土中からの出土である。 時期は 13世紀後半から 14世紀に

かけてに比定される O 

2は常滑鉢の口縁部小破片であろう。胎土には白色砂粒を多く含む。覆土中からの出土である。時期

は14世紀後半から 15世紀にかけてに比定さ れる。 

3は石臼の下臼(下盤)の破片と思われる。 

36号土坑(第25図)

[構造]地下式坑である。主体部天井は崩落していた。(入口竪坑部)開口部は1. 10x 0.85 mの隅丸長

方形を呈し、坑底は平坦で、壁は垂直に近い。確認面からの深さ は1. 20mを測る O 主体部への連絡は階

段状になっており、比両差は45cm程で、ある。(主体部) 2.05x 1.50mの長方形を呈し、主軸に対して横

長の形態をとる。底面はギ坦で、壁は下方に少し膨らみをもっ。天井部は崩落していたが高さは1. 40m

前後であったと思われる。(覆土〉天井部ロ ーム より上層は黒色土、下層はローム粒子・ローム小フ守ロッ

クを含む暗褐色土を基調とする。

[遺物]常滑霊の小破片を 1点出土した。 

[時期]中世(15世紀代か〉。 

36号土坑出土遺物(図版 9-4) 

常滑聾の小般片であろうか。胎士には砂粒・ 小石を含む。時期は小破片のため詳細不明であるが、中

胆(15世紀代か)に比定される。 

( 2 )遺構外出土遺物(第26図)

縄文時代の土器の小破片が 7 点検出されている。 時期的には前期~後期にかけてに比定さ れ、第 1~ 

4群土器に分類された。

第 1群土器前期中葉の羽状縄文系土器 (1) 

5段の羽状縄文が施文される繊維土器である。色調は黒褐色を呈する。 
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第26図 遺構外出土遺物 c1/3) 

第 2群土器 前期後葉の竹管文系土器 (2・3)

いずれも半載竹管によ り連続山形文を基調とした文様が施文される土器である。 2は黒褐色を基調と

し、胎土には砂粒を多 く含む。 3の色調は暗黄褐色を呈し、胎土には砂粒・小七を含む。

第 3群土器 中期後葉の加曽末IJE式土器 (4 ~ 6) 

4は胴部小破片で、Lの撚糸文を地文に 2本 1単位の隆帯によ る懸垂文が施文されている。 5は口縁 

部付近の破片で、 Lの撚糸文を地文に 2本 1単位の隆帯による曲線的な文様が描かれている。 6は胴部 

小破片で、 Lの撚糸文を地文とする。裏面は大部分剥落している。 

第 4群土器 後期前葉の称名寺式土器(7)

帯縄文による J字文風の文様が施文される土器である。帯縄文内は LRの単節斜縄文が充填されてい

る。色調は暗黄褐色を呈し、胎土には砂粒を僅かに含む。 
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第 6章大原遺跡第 1地点の調査

第 1節調査の経緯

( 1 )調査に至る経過

平成 5年 9月20日、開発主体者 から志木市教育委員会(以下、教育委員会)へ開発計画地内における

埋蔵文化財の有無及び取り扱いについての照会があった。計画は志木市本町4丁目1015-2、47、48番

地 (面積160.25rrf)内に共同住宅建設を行うというものである。

これに対し、教育委員会は当該開発予定地が、志木市遺跡分布図に示した遺跡の存在する可能性が高

い地域に該当するため、大旨下記のと おり同答した。

1.本地点は、周知の埋蔵文化財包蔵地ではないが、遺跡の立地条件からみて、遺跡の存在する可能

'性があること。

2.埋蔵文化財確認調査を実施して、その結果に基づき、当該開発予定地の埋蔵文化財の有無及び取

り扱いについて回答する。

3.上記2の調査の結果、埋蔵文化財が確認された場合、埋蔵文化財の保存措置を講ずること。また、

やむを得ず土地の現状を変更する場合は、記録保存のための発掘調査を実施する必要があること。

平成5年10月15口、 教育委員会は、開発者より埋蔵文化財確認調査依頼書を受理し、 10月13口、午前

9時15分から確認調査を実施した。

確認調査は、調査区長軸中央に l本のトレンチを設定し、ノてックホーで表土を剥ぎ、同時に遺構確認

第27図周辺の地形と調査地点 (1/5000) 平成11年12月31日現在
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作業を行った結果、溝跡と思われる遺構 1基を確認した。

そのため、教育委員会は、この結果を開発者に報告し、再度協議をしたところ、埋蔵文化財の保存措

置として、記録保存のための発掘調査を実施することに決定した。

その後、教育委員会では、本地点における遺跡として、 新規に大原遺跡に登録する書類を埼玉県教育

委員会に提出した。また、 開発者 により、 埋蔵文化財発掘届が提出されため、教育委員会では発掘調査

にあたる組織として、 志木市遺跡調査会 (以下、遺跡調査会)を斡旋した。 遺跡調査会ではこれを受け、

開発者と委託契約を締結 し、埋蔵文化財発掘調査届を教育委員会に提出する。教育委員会は、これらの

届出書をすみやかに埼玉県教育委員会経由で文化庁長官に提出した。

これにより、 10月18日から遺跡調査会を主体として発掘調査を実施した。 なお、文化庁通知番号は、

委保第 5の1760号 平成 5年12月8日付である。

( 2 )発掘調査の経過

人員導入による発掘調査は、平成 5年10月18日から開始した。すでに、 10月13日の確認調査の際に、

表土剥ぎが終了していたため、 まずは調査区の整備と細部の遺構確認作業を行った。その結果、遺構は

調査区北端部にほぼ東西に走向する溝跡 (1M)であることが判明した。 なお、残土置場には調査区南

半部の造構が確認されなかっ た場所を当てることにした。

その後、 1Mの精査を開始するが、午前中でほぼ完掘したため、午後からは写真撮影・実測を終了し、

すべての調査を完了した。 1Mの時期については、出土造物が無かったため、詳しいことは不明である

が、 覆土の観察から、近世以降のものと思われる。

20日、埋め戻し作業を完了する。

第 2節 検出された遺構

1号溝跡 (第29図)

〔構造〕 調査区北端部から検出 さ れた。確認できる範囲での長さは7.30m、上幅104~138clD、下幅42~

98clD、深さ 26~38clD を測る。溝底はほぼ平坦で、断面形は基本的に扇平な台形状を呈している。覆土は

ローム粒子を僅かに含む黒褐色土を基調とする。

〔遺物〕出土しなかった。

〔時期〕覆土の観察か ら、 近世以降と思われる。
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たが、⑤からすべて主軸方向を同一方向あるいは直交させるものに含まれることや第21・25地点の北西

隅に集中する傾向にある ことか ら、これらは、あ る一定の秩序をもった群として構成され、偶発的な所

産のものではないと考えられる。

以上、ここでは、 21 ・ 22 ・ 24~26号住居跡、 12号土坑 A についての本来の機能については触れること

はできなかったが、 これらについては通常の住居跡ではない特徴を もつ ことから、住居跡に付随する小

屋や納屋のよ うな施設であったのではないかと考えたい。 今後は、今回問題にしなかったピ ット群につ

いても同様なレベルで考える必要もあり、結論的には尽きるこ とのない課題となりそ うである。 機会が

あれば、類例の蓄積を待って、改めて論じたい ものと考えている。 

4. 中道遺跡第27地点から検出された地下式坑について

中道遺跡においては、今までの発掘調査で、志木市内でも比較的に多く中・近世の遺構が検出されて

いる。ここでは、 中道遺跡第27地点の 2基の地下式坑と同時期に比定される と考えられる地下式坑・ 士

坑墓が、隣接する中道遺跡第 2地点 I区から検出されているこ とに注目したし、

中道遺跡第 2地点は、昭和62 (1987)年に都市計画道路富士見 ・大原線 (ユリノ木通り〉に伴い発掘

調査が実施されているが、その際に、中世から近世にかけての遺構と して、土坑 5基、地下式坑 2基、

溝跡14本、ピット群などが検出されている。そして、地下式坑(16・19号土坑〕と士坑墓 (20号土坑)

からは、 14~15世紀にかけての常滑査の破片や人骨片 ・ 渡来銭などが出土 していることから 、 I 区の一

部の領域には、中世の墓域的な性格の場所が存在するものと想定することができる。

つまり、今回の第27地点から検出された地下式坑との時代にも符号するこ とを考えると、地点的には

隣接しているが、むしろ同エリア内にこれらが一群として存在すると言っても過言ではない。 しかし、

今回の第27地点の 2基の地下式坑からは、人骨など埋葬に関連する遺物は検出されなかったため、結論

的には墓機能をもっ施設とは断定できなかったが、今後は周辺地域との結び付きで、 総合的な把握が要

求されるものと考え られる。
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ふりがな �  1 ふりがな』コード 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名所配地 町村� i追跡番号� (0 ，11 ) (0 ，11 ) (rrf) 

た ご や ま い せき しきしほん ちょう� 0 035 139 19920629 

H::lrIII遺跡 志木市本町� 11228 010 49' ノ� ~ .
35 6354 共同住宅建設

(第19地点)� 2丁目1698-21 38" 
IV !i1199E922D07921 

た ご や ま いせき しき� Lほん ちょう� 035 11:元「 07

田子 山遺跡 志木市本 町� 11228 010 49' 35' 104.20 道路造成工事

グ(第21地点)� 2丁目� 1690-4| 38 10" 19920921 
た ごや まいせき�  Lきしほ ん ちょ う� 350 1390 19930122 

田子 山遺跡 志木市本町� 11228 010 49' 35' ~ 856.00 共同住宅建設

(第25地点〉� 2丁目1690-1 38" 10" 19930319 
な か み ち いせ き� 035。� 139 19920909 

1[l'道遺跡 志木市柏田J1 11228 005 49' 34 ~ 632.90 駐車場建設

(第27地点)� 5丁目2978-1 34" 17wi11空99920928 
おおはらい せ き しき しほん ちょう� 0 035 139 119931013 

1大� l京遺跡 志木市本町� 11228 005 49' 35 160.25 共同住宅建設

(第 1地点)� 4丁目1015-2他� 1 27" 05グ

所収遺跡名 種別 主な時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

縄文時代 土坑� 2基 土器
因子� 111遺跡 集落

(第19地点)
平 安時代 住居跡� 1軒 土師器 ・須恵器


近 世? 土坑� 2基 なし


田子山遺跡 住居跡� 4軒 須恵器


(第21地点)
集落 平安時代

土坑� 2軒

ト一一一一ー一一一一

田子 山遺跡 縄文時代早期 炉穴� 1基 土器


(第25地点)
集落

平安時 代 住居跡� 5軒 なし


地� F式坑� 2基 なし� 

1 (貫127地点)� 
集落 中・近tH:

1基 なし

大原遺跡

(第 1地点〉
集落 不 明 !溝跡� I本 |なし

http:35160.25


志木市の文化財 第29集

埋蔵文化財調査報告書 1

発行埼玉県志木市教育委員会

埼玉県志木市中宗|判 1丁目 1番 1号

発行日 、子成12(2000)年 3月31日


	志木市の文化財第29集
	志木市の文化財第29集 後半

